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幸
田
露
伴
『
暴
風
裏
花
』
の
原
話

須

田

千

里

一

『
暴
風
裏
の
花
』（
一
）

（
大
正
十
五
年
［
一
九
二
六
］
十
～
十
一
月
『
女

性
』
）
は
、
李
自
成
に
よ
っ
て
明
が
滅
ぼ
さ
れ
た
際
、
身
を
挺
し
て
そ
の

部
下
羅
将
軍
を
刺
殺
し
た
費
宮
人
を
ヒ
ロ
イ
ン
と
す
る
。
こ
れ
は
、
掲
載

誌
『
女
性
』
の
読
者
層
に
合
わ
せ
た
題
材
と
推
測
さ
れ
、
語
り
口
も
「
で

あ
り
ま
す
」
「
ま
し
た
」
と
い
う
丁
寧
な
語
り
口
調
で
（
二
）

、
記
述
も
わ
か

り
や
す
い
。
岩
波
文
庫
版
『
運
命
』
第
六
刷
（
三
）

時
に
付
加
さ
れ
た
こ
と

で
広
く
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
初
の
靖
難
の
変
（
四
）

に
取
材
し
た

『
運
命
』
（
大
正
八
年
四
月
『
改
造
』
）
に
対
し
、
本
作
は
李
自
成
（
一
六

〇
六
～
四
五
）
に
よ
る
明
滅
亡
を
扱
っ
て
お
り
、
取
り
合
わ
せ
の
妙
を
感

じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
男
性
群
像
を
語
っ
た
『
運
命
』
に
対
し
、
本
作
で
は

十
六
歳
の
費
宮
人
の
類
い
稀
な
行
動
が
称
賛
さ
れ
、
「
李
自
成
の
如
き
凶

賊
の

魄

［
単
行
本
以
下
「
魂
」
］
も
一
婦
人
の
為
に
奪
は
れ
た
り
と
［
単

た
ま
し
ひ

行
本
以
下
「
奪
は
れ
た
か
と
」
］
思
ふ
と
痛
快
で
あ
る
。
誰
か
女
子
の
弱

き
は
夫
れ
何
事
を
成
し
得
る
も
の
ぞ
と
云
は
う
か
」
と
語
ら
れ
る
。
節
義

そ

を
ま
っ
と
う
し
た
一
人
の
女
性
の
生
き
方
を
示
し
、
以
て
読
者
を
感
化
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
作
は
、
作
品
集
『
龍
姿
蛇
姿
』
収
録
の
際
、
自
序
に

自
分
は
拠
る
と
こ
ろ
無
し
に
は
古
人
の
上
を
描
写
せ
ぬ
こ
と
に
し
て

ゐ
る
の
で
、［
略
］。
大
体
に
於
て
は
何
処
ま
で
も
拠
る
と
こ
ろ
有
る

事
実
に
本
づ
い
て
、
尠
少
の
傅
彩
補
筆
［
色
づ
け
、
加
筆
］
を
加
へ

て
、
そ
し
て
事
を
叙
し
情
を
伝
へ
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
が
自
分
の
希

望
で
あ
る
。
［
文
庫
版
は
こ
こ
で
改
行
］
暴
風
裏
花
は
稀
有
の
事
実

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
亦
自
分
の
造
り
出
し
た
事
で
は
無

い
、
拠
る
と
こ
ろ
は
本
文
に
記
し
て
置
い
た
通
り
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
た
。
じ
っ
さ
い
、
作
中
に
は
張
廷
玉
ら
編
『
明
史
』（
五
）

巻
三
〇

九
・
三
〇
五
や
『
明
史
紀
事
本
末
』（
六
）

が
言
及
さ
れ
る
他
、
末
尾
に
「
此

の
費
宮
人
の
事
は
明
史
に
は
出
て
居
ら
ぬ
が
、
陸
士
雲
の
文
や
毛
西
河
の

言
に
よ
つ
て
自
分
は
之
を
知
つ
た
。
蓋
し
事
実
無
根
の

談

で
は
な
い
の

け
だ

は
な
し

で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
原
田
親
貞
「
中
国
文
学
と
幸
田

露
伴
（
三
）

―
主
と
し
て
時
代
小
説
と
史
伝
に
つ
い
て

―
」
（
昭
和

五
十
九
年
一
月
『
学
苑
』
）
は
、
本
作
の
典
拠
に
つ
い
て
『
明
史
』
巻
三

〇
九
「
列
伝
」
一
九
七
「
流
賊
」
、
三
〇
五
「
列
伝
」
一
九
三
「
宦
官
」

二
の
ほ
か
、
巻
一
二
一
「
列
伝
」
九
「
公
主
」
、
巻
二
四
「
本
紀
」
二
四

「
荘
烈
帝

二
」
末
尾
を
挙
げ
、
さ
ら
に
李
長
祥
『
天
問
閣
文
集
』
所
収

「
甲
申
宮
人
伝
」
を
示
し
た
。
し
か
し
、
費
宮
人
が
「
主
君
と
皇
后
、
そ

し
て
忠
臣
王
承
恩
の
祭
礼
を
執
行
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
羅
の
妻
と
な
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る
こ
と
を
承
諾
す
る
と
欺
く
。」
な
ど
の
本
作
細
部
は
、
「
露
伴
の
創
作
に

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
し
、
さ
ら
に
上
記
「
陸
士
雲
の
文
や
毛

西
河
の
言
」
に
つ
い
て
、「
そ
の
原
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」

と
す
る
。
ま
た
、
「
甲
申
宮
人
伝
」
で
、
は
じ
め
長
公
主
と
名
乗
っ
て
い

た
費
宮
人
が
、
他
の
宮
人
か
ら
そ
れ
を
否
定
さ
れ
た
後
、
「
羅
賊
」
に
向

か
っ
て
、
自
分
は
公
主
で
は
な
い
が
「
天
潢
」
［
皇
族
］
で
あ
る
と
偽
る

点
も
、
本
作
に
見
ら
れ
な
い
設
定
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
甲
申
宮
人
伝
」

を
本
作
の
直
接
の
典
拠
と
は
考
え
に
く
い
。

し
か
し
、
上
記
原
田
論
文
で
「
露
伴
の
創
作
」
と
さ
れ
た
箇
所
や
「
陸

士
雲
の
文
や
毛
西
河
の
言
」
は
、
清
の
鄭
澍
若
（
字
、
醒
愚
）
編
『
虞
初

続
志
』（
七
）

二
所
収
の
陸
次
雲
「
費
宮
人
伝
」
に
見
え
る
。
陸
次
雲
の
字
は

雲
士
が
正
し
く
、
毛
西
河
（
毛
奇
齢
。『
明
史
』
編
纂
に
加
わ
っ
た
。1623

～1716

）
の
言
葉
は
『
虞
初
続
志
』「
費
宮
人
伝
」
末
尾
の
評
語
「
鄭
醒

愚
曰
」
（
後
掲
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
両
者
対
比
す
る
と
、
本
筋
に
当

た
る
「
費
宮
人
は
年
は
た
つ
た
十
六
で
あ
り
ま
し
た
」
（
十
月
号
掲
載
分

七
〇
頁
一
三
行
目
。
前
掲
注
（
二
）
新
版
『
露
伴
全
集
』
六
で
三
二
五
頁

二
行
目
）
以
下
は
、
「
費
宮
人
伝
」
を
主
に
、
『
明
史
』
を
従
に
、
ほ
と
ん

ど
逐
語
的
に
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
発
表
誌

『
女
性
』
の
読
者
向
け
に
基
本
的
な
情
報
を
説
明
し
た
り
、
（
通
り
一
遍

の
嫌
い
は
あ
る
に
せ
よ
）
多
彩
な
比
喩
表
現
な
ど
に
よ
っ
て
登
場
人
物
に

リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
よ
う
と
し
た
箇
所
は
あ
る
が
、
筋
自
体
に
変
更
は
な

い
と
言
っ
て
よ
い
。
本
稿
は
、
「
拠
る
と
こ
ろ
有
る
事
実
」
が
こ
れ
ら
を

指
す
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
、
「
尠
少
の
傅
彩
補
筆
」
の
実
際
を
述
べ
る

も
の
で
あ
る
。

二

『
虞
初
続
志
』
「
費
宮
人
伝
」
や
『
明
史
』
と
対
照
す
る
前
に
、
本
作

冒
頭
で
触
れ
ら
れ
る
「
仏
蘭
西
革
命
の
歴
史
」
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、
明
末
の
李
自
成
の
暴
虐
に
重
ね
ら
れ
る
も
の
で
、
末
尾
で
も
、

李
自
成
の
部
下
羅
将
軍
を
刺
殺
し
た
費
宮
人
と
、「
革
命
史
」
に
見
え
る
、

「
獰
猛
な
マ
ラ
ー
」
を
殺
し
た
「
一
女
子
」
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴
』
中
（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
中
央

公
論
社
）
は
、
大
正
十
五
年
六
月
国
民
文
庫
刊
行
会
か
ら
発
行
開
始
さ
れ

た
『
カ
ー
ラ
イ
ル
仏
国
革
命
史
』
上
中
下
の
通
読
体
験
に
よ
る
と
し
、
女

子
の
名
が
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
コ
ル
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
、
鼇
頭
評
に
「
奇
。

シ
ヤ

ロ
ッ
ト
・
コ

デ
イ
は
是
れ
沙
漠
の
花
。
」
と
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

ル

ル

て
い
る
。

本
書
は
、
高
橋
五
郎
訳
に
よ
り
大
正
六
年
一
月
～
十
月
国
民
文
庫
刊
行

会
か
ら
四
冊
本
と
し
て
出
さ
れ
た
後
、
大
正
十
五
年
六
月
～
昭
和
二
年
六

月
、
三
冊
本
と
し
て
露
伴
の
序
文
と
「
補
筆

評
」
を
付
し
て
再
刊
。
そ

並

の
第
三
巻
第
四
編
第
一
章
「
シ
ヤ

ロ
ッ
ト
・
コ

デ
イ
女
史
」
に
は
、

ル

ル

「
身
長
の
す
ら
り
と
し
た
ノ

マ
ン
デ
イ
式
の
美
人
で
あ
つ
て
、
年
は
二

た

け

ル

十
五
歳
、
顔
は
落
着
て
美
し
か
つ
た
。
」（
二
九
九
頁
。
先
の
鼇
頭
評
は
こ

お
ち
つ
い

の
箇
所
に
対
す
る
も
の
）
と
形
容
さ
れ
る
。
そ
の
マ
ラ
ー
殺
害
の
場
面
は
、

「
シ
ヤ

ロ
ッ
ト
は
既
に
其
ナ
イ
フ
の
鞘
を
脱
し
、
十
分
に
狙
ひ
定
め
て
、

ル

只
一
衝
と
マ
ラ
ッ
ト
［
マ
ラ
ー
］
が
心
臓
を
衝
刺
し
た
。
マ
ラ
ッ
ト
は
不

ひ
と
つ
き

つ

き

さ

意
の
重
傷
に
只
『
吁
嗟
余
を
、
親
愛
な
友
よ
早
く
来
て
く
れ
』
と
叫
び
得

い

た

で

あ

あ

お
れ

た
だ
け
で
あ
る
。
［
略
］
彼
が
魂
神
は
一
呻
吟
う
な
つ
て
陰
府
へ
と
飛
去

た
ま
し
ひ

ひ
と
う

な

り

あ

の

よ

り
了
つ
た
。
」（
三
〇
四
頁
。
注
・
原
語
は
省
い
た
）
と
あ
る
。
捕
縛
さ
れ

を
は

た
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
は
、
裁
判
の
上
、
謀
殺
者
と
し
て
ギ
ロ
チ
ン
に
掛
け
ら

れ
る
。
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最
後
の
一
行
事
と
し
て
彼
女
の
頸
よ
り
頸
布
を
取
り
去
る
や
、
処
女

く
び
ま
き

の
羞
恥
が
彼
女
の
顔
と
頸
を
紅
に
染
め
た
が
、
既
に
首
を
斬
て
、
獄

は
づ
か
し
さ

く
れ
な
ゐ

吏
が
之
を
公
衆
に
向
け
示
し
た
時
に
も
尚
其
紅
の
色
は
失
ず
し
て
ゐ

な
ほ

う
せ

た
。
（
三
一
〇
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
費
宮
人
に
よ
る
羅
将
軍
刺
殺
と
い
う
本
筋
の
前
後
に
、

美
し
く
可
憐
な
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
コ
ル
デ
ィ
に
よ
る
マ
ラ
ー
刺
殺
に
触
れ

る
と
い
う
構
成
は
、
同
時
期
の
『
骨
董
』（
大
正
十
五
年
十
一
月
『
改
造
』
）

や
、
晩
年
の
『
幻
談
』（
昭
和
十
三
年
九
月
『
日
本
評
論
』）
で
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、『
渡
世
伝
授
車
』
四
の
一
「
道
具
目
利
」

に
拠
る
話
を
枕
と
し
、
本
題
と
し
て
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』
上
「
定
窯

鼎
記
」
に
拠
る
話
が
語
ら
れ
（
八
）

、
後
者
は
ウ
ィ
ム
パ
ー
『
ア
ル
プ
ス
登

攀
記
』
下
（
浦
松
佐
美
太
郎
訳
、
昭
和
十
一
年
九
月
岩
波
文
庫
）
に
触
れ

た
後
で
、
鈴
木
桃
野
『
反
古
の
う
ら
が
き
』
一
「
き
す
釣
」
と
同
内
容
の

話
（
九
）

が
語
ら
れ
る
。
露
伴
の
好
ん
だ
話
法
と
い
え
よ
う
。

三

本
作
の
本
題
、
李
自
成
に
よ
る
北
京
侵
攻
と
崇
禎
帝
の
自
殺
、
費
宮
人

の
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
、
『
明
史
』
及
び
『
虞
初
続
志
』
「
費
宮
人
伝
」
摂

取
の
様
相
を
検
証
し
よ
う
。

ま
ず
、
「
李
自
成
の
前
に
［
単
行
本
以
下
「
李
自
成
の
出
る
前
に
」
］
起

り
ま
し
た
盗
賊
ど
も
」
の
「
猛
悪
な
名
」
、「
飛
山
虎
」「
大
紅
狼
」「
混
天
猴
」

こ
う

「
独
行
狼
」「
老
帖

帖
」「
上
天
龍
」「
混
世
王
」「
蝎
子

塊

」「
掃
地
王
」

く
わ
い
〳
〵

か

つ

し
く
わ
い

は
、
『
明
史
』
巻
三
〇
九
「
流
賊
」
の
「
李
自
成
」
冒
頭
近
く
に
、
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
の
順
序
で
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
崇
禎
元
年
（
一
六
二
八
）
の

項
に
「
飛
山
虎
大
紅
狼
」
が
、
同
三
年
の
項
に
「
混
天
猴
独
行
狼
」
が
、

同
四
年
の
項
に
「
老
帖
帖
」
「
掃
地
王
」
「
上
天
龍
蝎
子
塊
」
「
混
世
王
」

が
順
に
見
え
る
。
明
が
滅
亡
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
「
獣
類
を
渾
名
に
し
て

あ

だ

な

ゐ
る
や
う
な
兇
賊
［
単
行
本
以
下
「
兇
猛
」
］
」
、「
虎
の
如
く
狼
の
如
く
狒
々

ひ

ゝ

の
如
く

蝎

の
如
く
、
又
地
を
掃
つ
て
一
切
の
物
を
掠
奪
し
、
世
を
混
じ

さ
そ
り

は
ら

て
善
悪
を
滅
茶
々
々
に
す
る
、
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
厭
は
し
い
も
の
ど
も
」
、

す
な
わ
ち
「
猛
獣
に
襲
は
れ
て
其
の
牙
や
爪
に
か
ゝ
つ
た
や
う
な
も
の
」

だ
、
と
し
て
い
る
。
彼
等
の
中
で
「
一
番
［
単
行
本
以
下
「
第
一
番
」
］

の
大
将
」
が
李
自
成
で
あ
る
。

次
に
語
ら
れ
る
李
自
成
の
経
歴
等
は
、
本
作
及
び
原
田
論
文
に
い
う
よ

う
に
『
明
史
』
巻
三
〇
九
に
拠
る
。
本
作
の
記
述
を
踏
ま
え
て
原
田
論
文

が
引
用
し
た
『
明
史
』
巻
三
〇
九
・
三
〇
五
・
二
四
の
記
事
に
は
過
不
足

が
あ
る
た
め
、
主
な
出
典
で
あ
る
『
虞
初
続
志
』「
費
宮
人
伝
」
と
併
せ
、

以
下
に
改
め
て
引
用
す
る
。
「
費
宮
人
伝
」
本
文
で
、『
虞
初
志
合
集
之
三

虞
初
続
志
』（
一
九
八
六
年
六
月
上
海
書
店
）
に
よ
り
改
め
た
箇
所
は
［

］

内
に
底
本
の
文
字
を
注
記
し
た
。
さ
ら
に
、「
筆
記
小
説
大
観
」（
注
（
七
）

参
照
。「
筆
記
」
と
略
）
独
自
の
異
同
も
〈

〉
内
に
注
記
し
た
。
次
に
、

書
き
下
し
文
を
記
し
、
適
宜
ル
ビ
を
振
る
と
と
も
に
注
を
［

］
内
に
記

し
た
。
本
作
で
は
、
『
明
史
』
と
「
費
宮
人
伝
」
を
適
宜
繋
ぎ
合
わ
せ
て

い
る
た
め
、
引
用
順
が
わ
か
る
よ
う
番
号
を
付
し
、
傍
線
を
施
し
た
。
ま

た
「
費
宮
人
伝
」
は
長
文
の
た
め
、
本
作
の
改
行
に
併
せ
て
適
宜
改
行
し

た
。

『
明
史
』
巻
三
〇
九
「
李
自
成
」

李
自
成
米
脂
人
［
略
］
父
守
忠
無
子
禱
於
華
山
夢
神
告
曰
以
破
軍
星
為
若

子
已
生
自
成
幼
牧
羊
於
邑
大
姓
艾
氏
及
長
充
銀
川
駅
卒
善
騎
射
鬭
很
無
頼

数
犯
法
知
県
晏
子
賓
捕
之
将
置
諸
死
脱
去
為
屠
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崇
禎
元
年
［
略
］
宜
州
賊
王
左
掛
飛
山
虎
大
紅
狼
等
一
時
並
起
有
安
塞
馬

賊
高
迎
祥
者
自
成
舅
也
与
饑
民
王
大
梁
聚
衆
応
之
迎
祥
自
称
闖
王

［
崇
禎
九
年
］
秋
七
月
禽
迎
祥
於
盩
厔
献
俘
闕
下
磔
死
於
是
賊
党
乃
共
推

自
成
為
闖
王
矣

［
崇
禎
十
三
年
］
自
成
為
人
高
顴
深
沂
鴟
目
曷
鼻
声
如
豺
性
猜
忍
日
殺
人

斮
足
剖
心
為
戯
［
略
］
巌
因
説
曰
取
天
下
以
人
心
為
本
請
勿
殺
人
収
天
下

心
自
成
従
之
屠
戮
為
減
又
散
所
掠
財
物
振
饑
民
民
受
餉
者
不
弁
巌
自
成
也

雑
呼
曰
李
公
子
活
我

［
崇
禎
十
四
年
］
賊
魁
羅
汝
才
土
寇
袁
時
中
皆
帰
自
成
時
中
衆
二
十
万
号

小
袁
営
汝
才
即
曹
操
与
献
忠
同
降
復
叛
去
者
也

［
崇
禎
十
六
年
］
自
成
自
号
奉
天
倡
義
大
元
帥
号
羅
汝
才
代
天
撫
民
威
徳

大
将
軍
［
略
］
五
営
以
序
直
昼
夜
次
第
休
息
巡
徼
厳
密
逃
者
謂
之
落
草
磔

之
［
略
］
軍
令
不
得
蔵
白
金
過
城
邑
不
得
室
処
妻
子
外
不
得
携
他
婦
人
寝

興
悉
用
単
布
幕
［
略
］
一
兵
伜
馬
三
四
匹
冬
則
以
茵
褥
籍
其
蹏
剖
人
腹
為

馬
槽
以
飼
馬
馬
見
人
輒
鋸
牙
思
噬
若
虎
豹
［
略
］
水
惟
憚
黄
河
若
淮
泗
涇

渭
則
万
衆
翹
足
馬
背
或
抱
鬣
縁
尾
呼
風
而
渡
馬
蹏
所
壅
閼
水
為
不
流
臨
陣

列
馬
三
万
名
三
堵
牆
前
者
返
顧
後
者
殺
之
［
略
］
攻
城
迎
降
者
不
殺
守
一

日
殺
十
之
三
二
日
殺
十
之
七
三
日
屠
之
凡
殺
人
束
屍
為
燎
謂
之
打
亮
城
将

陥
步
兵
万
人
環
堞
下
馬
兵
巡
徼
無
一
人
得
免
献
忠
雖
至
殘
忍
不
逮
也
［
略
］

自
成
不
好
酒
色
脱
粟
粗
糲
与
其
下
共
甘
苦
汝
才
妻
妾
数
十
被
服
紈
綺
帳
下

女
楽
数
部
厚
自
奉
養
自
成
嘗
嗤
鄙
之
汝
才
衆
数
十
万
用
山
西
挙
人
吉
珪
為

謀
主
自
成
善
攻
汝
才
善
戦
両
人
相
須
若
左
右
手
自
成
下
宛
葉
克
梁
宋
兵
強

士
附
有
専
制
心
顧
独
忌
汝
才
乃
召
汝
才
所
善
賀
一
龍
宴
縛
之
晨
以
二
十
騎

斬
汝
才
於
帳
中
悉
兼
其
衆

［
崇
禎
十
七
年
三
月
］
十
八
日
［
略
］
帝
［
略
］
剣
撃
長
公
主
趣
皇
后
自

尽
十
九
日
丁
未
天
未
明
皇
城
不
守
鳴
鐘
集
百
官
無
至
者
乃
復
登
煤
山
書
衣

襟
為
遺
詔
以
帛
自
縊
於
山
亭
帝
遂
崩
太
監
王
承
恩
縊
於
側
自
成
氈
笠
縹
衣

乗
烏
駁
馬
入
承
天
門
［
略
］
文
臣
自
范
景
文
勲
戚
自
劉
文
炳
以
下
殉
節
者

四
十
余
人
宮
女
魏
氏
投
河
従
者
二
百
余
人
象
房
象
皆
哀
吼
流
涙
太
子
投
周

奎
家
不
得
入
二
王
亦
不
能
匿
先
後
擁
至
皆
不
屈
自
成
羈
之
宮
中
長
公
主
絶

而
復
甦
舁
至
令
賊
劉
宗
敏
療
治

［
五
月
］
李
巌
者
故
勧
自
成
以
不
殺
収
人
心
者
也
［
略
］
金
星
等
大
忌
之

［
略
］
自
成
令
金
星
与
巌
飲
殺
之

『
明
史
』
巻
三
〇
九
「
張
献
忠
」

献
忠
黄
面
長
身
虎
頷
人
号
黄
虎
性
狡
譎
嗜
殺
一
日
不
殺
人
輒
悒
悒
不
楽

『
明
史
』
巻
三
〇
五
「
王
承
恩
」

崇
禎
十
七
年
三
月
李
自
成
犯
闕
帝
命
承
恩
提
督
京
営
是
時
事
勢
已
去
城
陴

守
卒
寥
寥
賊
架
飛
梯
攻
西
直
平
則
徳
勝
三
門
承
恩
見
賊
坎
牆
急
発
礮
撃
之

連
斃
数
人
而
諸
璫
泄
泄
自
如
帝
召
承
恩
令
亟
整
内
官
備
親
征
夜
分
内
城
陥

天
将
曙
帝
崩
於
寿
皇
亭
承
恩
即
自
縊
其
下
福
王
時
諡
忠
愍

本
朝
賜
地
六

十
畝
建
祠
立
碑
旌
其
忠
附
葬
故
主
陵
側

『
明
史
』
巻
二
四
「
荘
烈
帝
」

丙
午
日
晡
外
城
陥
是
夕
皇
后
周
氏
崩
丁
未
昧
爽
内
城
陥
帝
崩
於
万
歲
山
王

承
恩
従
死
御
書
衣
襟
曰
朕
涼
徳
藐
躬
［
略
］
朕
死
無
面
目
見
祖
宗
自
去
冠

冕
以
髮
覆
面
任
賊
分
裂
無
傷
百
姓
一
人

『
虞
初
続
志
』
「
費
宮
人
伝
」

費
宫
人
年
十
六
未
詳
其
何
地
人
徳
容
荘
麗
懐
宗
語
周
后
命
侍
公
主
主
絶
憐

之
宮
人
見
上
［
士
］
憂
流
〈
寇
〉
氛
［
気
］
昌
熾
未
嘗
不
竊
抱
杞
人
慮
也
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王
承
恩
者
懐
宗
之
近
侍
也
宮
人
私
向
之
問
寇
警
承
恩
曰
若
居
深
禁
何
用
知

此
宮
人
曰
惟
居
深
禁
不
可
不
知
而
預
為
計
也
承
恩
奇
之
寇
愈
熾
懐
宗
憂
愈

深
宮
人
之
問
承
恩
者
愈
数
承
恩
曰
若
何
不
詢
諸
他
人
而
惟
予
数
数
也
宫
人

曰
人
皆
泄
泄
孰
是
以
君
国
為
意
者
吾
見
公
忠
誠
故
相
問
耳
承
恩
益
奇
之
曰

若
云
預
為
計
計
安
出
宮
人
曰
設
不
幸
計
惟
有
死
要
不
可
徒
死
耳
承
恩
曰
古

人
云
使
生
者
死
死
者
復
生
生
者
不
食
其
言
可
謂
信
矣
若
能
之
乎
宮
人
曰
請

験
之
異
日
有
魏
宮
人
者
年
差
長
于
費
亦
端
麗
素
与
費
善
聞
其
言
曰
卿
計
甚

難
吾
不
能
為
難
者
当
其
時
惟
一
死
以
伸
吾
志
［
忘
］
耳
承
恩
並
奇
之
甲
申

三
月
十
九
日
李
自
成
破
都
城
王
承
恩
［
思
］
走
報
帝
帝
与
后
泣
別
宮
中
之

人
皆
環
泣
后
自
縊
袁
貴
妃
亦
自
縊
帝
抜
剣
刃
斫
［
所
］
〈
所
〉
御
嬪
妃
数

人
召
公
主
至
曰
爾
年
十
五
矣
何
不
幸
生
我
家
左
袖
掩
面
右
手
揮
刃
断
左
臂

未
死
手
慄
而
止
随
与
承
恩
至
南
宮
登
万
歲
山
之
寿
皇
亭
自
縊
帝
居
中
而
承

恩
右
承
恩
且
従
容
拝
命
而
相
随
于
〈
於
〉
鼎
湖
也
時
尚
衣
監
何
新
者
趨
入

宮
見
帝
不
得
見
公
主
仆
地
他
宮
人
悉
散
走
費
宮
人
哭
侍
其
側
相
与
救
之
而

甦
公
主
曰
父
皇
賜
我
死
我
何
敢
偸
生
且
賊
至
必
索
宮
眷
我
終
難
匿
也
宮
人

曰
請
以
主
服
賜
婢
婢
当
誑
賊
以
脱
主
顧
安
所
往
乎
何
新
曰
国
丈
第
可
也
主

授
衣
与
婢
而
泣
与
之
別
新
倉
皇
負
主
出
李
自
成
射
承
天
門
将
入
宮
魏
宮
人

大
呼
曰
賊
入
大
内
我
輩
必
受
辱
有
志
者
早
為
計
奮
身
躍
入
御
河
須
臾
従
之

死
者
盈
三
百
翠
積
脂
凝
河
水
為
之
不
流
而
香
且
数
日
也
費
宮
人
目
［
曰
］

送
其
死
而
還
服
主
服
匿
眢
井
中
賊
鈎
而
出
見
李
自
成
曰
我
長
公
主
也
若
不

得
無
礼
自
成
見
其
豊
艶
心
欲
納
之
而
毎
陞
御
座
輒
神
揺
目
眩
見
白
衣
人
長

数
丈
者
在
前
立
又
恍
如
帝
之
辟
易
于
其
左
右
也
心
畏
之
而
不
敢
以
賜
其
愛

将
羅
姓
者
羅
于
〈
於
〉
闖
衝
陥
攻
取
居
首
功
故
自
成
賜
之
以
酧
勲
羅
甚
喜

宮
人
曰
闖
命
吾
不
敢
違
矣
然
我
帝
子
也
爾
能
設
祭
祭
先
帝
而
祔
従
難
太
監

王
承
恩
于
〈
於
〉
其
側
［
測
］
従
容
尽
礼
則
従
子
矣
羅
更
喜
甚
従
其
請
宮

人
泣
拝
先
帝
畢
併
拝
承
恩
曰
王
公
王
公
爾
能
死
而
復
生
以
験
吾
言
乎
吾
将

践
平
生
言
矣
諸
賊
大
張
楽
為
羅
賀
羅
痛
飮
大
酔
入
内
宮
人
亦
具
酒
為
同
牢

巹
酌
又
以
大
觥
連
［
道
］
飲
羅
羅
曰
吾
得
子
欲
草
一
疏
謝
闖
王
而
愧
無
人

宮
人
曰
是
何
難
我
能
之
君
盍
寝
俟
我
撰
就
語
君
［
底
本
「
語
君
」
欠
字
］

也
羅
愈
喜
陶
然
就
臥
齁
如
雷
宮
人
屏
去
侍
女
挑
燈
独
坐
聞
中
外
之
籟
俱
静

於
是
以
纎
指
挟
匕
首
睨
羅
賊
之
喉
力
刺
之
羅
頸
裂
負
痛
躍
起
屢
仆
屢
躍
而

始
僵
賊
衆
驚
闢
〈
聞
〉
排
闥
救
之
已
無
及
時
華
燭
尚
明
衆
見
宮
人
盛
妝
端

坐
而
無
語
審
視
之
則
已
剄
粉
項
而
悠
然
逝
矣
聞
於
自
成
自
成
駭
歎
而
礼
葬

之
遂
以
為
公
主
已
死
而
不
復
索

陸
士
雲
曰
夫
子
云
惟
女
子
与
小
人
為
難
養
也
女
子
小
人
宦
官
宮
妾
耶
〈
也
〉

宮
妾
如
費
魏
宦
官
如
王
承
恩
即
丈
夫
君
子
何
以
過
耶
余
伝
之
以
愧
天
下
之

丈
夫
而
不
丈
夫
号
為
君
子
而
不
為
君
子
者

鄭
醒
愚
曰
毛
西
河
言
宮
人
瀕
〈
頻
〉
死
呼
曰
吾
之
不
得
殺
自
成
天
也
蓋

宮
人
初
志
在
得
自
成
不
能
得
自
成
而
死
豈
非
天
哉
豈
非
天
哉
［
筆
記
「
豈

非
天
哉
」
繰
り
返
さ
ず
］
然
亦
足
褫
自
成
之
魄
矣

『
明
史
』
巻
三
〇
九
「
李
自
成
」

李
自
成
は
米
脂
［
陝
西
省
綏
徳
県
の
北
］
の
人
な
り
。［
略
］
父
守
忠
、

1子
無
く
、
華
山
に
禱
る
。
夢
に
神
告
げ
て
曰
く
、
破
軍
星
［
北
斗
七
星
の

第
七
星
、
柄
の
先
端
の
星
。
陰
陽
道
で
は
剣
先
に
擬
え
、
そ
の
指
し
示
す

方
角
を
万
事
に
凶
と
し
て
忌
む
］
を
以
て

若

の
子
と
為
す
、
と
。
已
に

な
ん
ぢ

し
て
自
成
生
ま
る
。
幼
に
し
て
、
邑
の
大
姓
［
土
地
の
豪
族
］
艾
氏
に
羊

む
ら

が
い

を
牧
す
。
長
ず
る
に
及
び
、
銀
川
駅
の
卒
に
充
て
ら
る
。
騎
射
を
善
く
し
、

闘
很
［
喧
嘩
す
る
こ
と
］
無
頼
、
数
し
ば
法
を
犯
す
。
知
県
［
県
の
長

と
う
こ
ん

し
ば

2官
］
晏
子
賓
、
之
れ
を
捕
へ
、
将
に
諸
を
死
に
置
か
ん
と
す
る
も
、
脱
し

ま
さ

こ
れ

去
り
て
屠
［
家
畜
を
殺
し
て
肉
を
得
る
業
］
と
為
る
。

崇
禎
元
年
［
略
］
、
宜
川
［
陝
西
省
膚
施
県
の
東
南
］
の
賊
王
左
掛
、
飛
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山
虎
、
大
紅
狼
等
、
一
時
に
並
び
起
つ
。

安
塞
［
陝
西
省
膚
施
県
の
西

3

北
］
に
馬
賊
高
迎
祥
な
る
者
有
り
。
自
成
の
舅
な
り
。
饑
民
王
大
梁
と
衆

を
聚
め
、
之
れ
に
応
ず
。
迎
祥
、
自
ら
闖
王
と
称
す
。

ち
ん

［
崇
禎
九
年
］
秋
七
月
、

迎
祥
を

盩

厔
［
陝
西
省
長
安
県
の
西
］
に
禽

ち
ゆ
う
ち
つ

と
ら

4

へ
、
俘

を
闕
下
［
帝
の
御
前
］
に
献
じ
、
磔
死
せ
し
む
。
是
に
於
い
て
、

と
り
こ

賊
党
乃
ち
共
に
自
成
を
推
し
て
闖
王
と
為
す
。

［
崇
禎
十
三
年
］

自
成
、
為

人
高

顴

に
し
て
［
ほ
お
骨
高
く
］
深
沂

ひ
と
と
な
り
か
う
く
わ
ん

し
ん
あ
う

5

［
頭
が
深
く
凹
み
］
、
鴟
目
曷
鼻
［
フ
ク
ロ
ウ
の
よ
う
な
目
つ
き
に
サ
ソ

し

も
く
か
つ

び

リ
の
よ
う
に
上
を
向
い
た
鼻
。
残
忍
凶
暴
な
人
相
］
、
声
は
豺
［
オ
オ
カ

ミ
］
の
如
し
。
性
、
猜
忍
［
疑
り
深
く
残
忍
］
、
日
に
人
を
殺
し
、
脚
を
斮き

り
、
心
を
剖
り
て
［
胸
を
切
り
開
く
］
戯
と
為
す
。
［
略
］

［
李
］
巌

わ

た
は
む
れ

6

因
り
て
説
ひ
て
曰
く
、
天
下
を
取
る
に
、
人
心
を
以
て
本
と
為
す
。
請
ふ
、

人
を
殺
す
勿
か
れ
。
天
下
の
心
を
収
め
ん
、
と
。
自
成
之
れ
に
従
ひ
、
屠

戮
［
身
体
を
切
り
裂
い
て
殺
す
こ
と
］
、
為
め
に
減
ず
。
又
散
所
し
て
［
各

地
に
分
散
し
て
］
財
物
を
掠
ひ
、
饑
民
を
振
ふ
。
民
の

餉

［
食
糧
］
を

う
ば

す
く

し
や
う

受
く
る
者
、
巌
と
自
成
と
を
弁
ぜ
ず
。
雑
呼
［
共
に
叫
ぶ
］
し
て
曰
く
、

李
公
子
［
李
自
成
］
、
我
を
活
か
せ
り
、
と
。

［
崇
禎
十
四
年
］

賊
魁
羅
汝
才
、
土
寇
袁
時
中
、
皆

自
成
に
帰
す
。

6

6

時
中
、
衆
二
十
万
に
し
て
、
小
袁
営
と
号
す
。
汝
才
即
ち
曹
操
［
羅
汝
才

の
別
名
］
は
、
献
忠
と
同
じ
く
降
り
、
復
た
叛
き
去
る
者
な
り
。

［
崇
禎
十
六
年
］

自
成
、
自
ら
奉
天
倡
義
大
元
帥
と
号
し
、
羅
汝
才
を

a

代
天
撫
民
威
徳
大
将
軍
と
号
す
。［
略
］
五
営
［
李
自
成
の
五
つ
の
軍
営
］

は
序
を
以
て
昼
夜
に
直
し
［
昼
夜
順
番
に
見
張
り
し
］
、
次
第
［
順
番
］

に
休
息
す
。

巡

徼
［
見
回
り
］
厳
密
に
し
て
、
逃
ぐ
る
者
は
之
れ
を

じ
ゆ
ん
け
う

8

落
草
と
謂
ひ
、
之
れ
を
磔
す
。［
略
］
軍
令
し
て
白
金
［
し
ろ
が
ね
］
を

蔵
た
く
は

ふ
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

城
邑
に
過
る
［
立
ち
寄
る
］
も
室
処
［
部
屋
］

よ
ぎ

10

を
得
ず
。
妻
子
の
外
、
他
の
婦
人
を
携
ふ
る
を
得
ず
。

寝
興
［
寝
起
き
］

10

悉
く
単
布
幕
［
棺
の
一
重
布
製
の
お
お
い
］
を
用
ゆ
。
［
略
］

一
兵
に

9

倅
馬
［
乗
り
換
え
用
の
馬
］
三
四
匹
、
冬
は
則
ち
茵
褥
［
敷
物
］
を
以
て

其
の
蹏
［
蹄
］
に
籍
く
。

人
の
腹
を
剖
り
て
馬
槽
［
か
い
ば
桶
］
と
為

し

11

し
、
以
て
馬
を
飼
ふ
。
馬
、
人
を
見
れ
ば
、
輒

ち
鋸
牙
［
ノ
コ
ギ
リ
歯
］

す
な
は

に
噬
ま
ん
こ
と
を
思
ひ
、
虎
豹
の
若
し
。
［
略
］
水
は
惟
だ
黄
河
を
憚
る

か

ご
と

る
の
み
。
淮
、
泗
、
涇
、
渭
の
若
き
は
、
則
ち
万
衆
足
を
馬
背
に
翹
げ
、

あ

或
ひ
は
鬣
を
抱
き
、
尾
に
縁
り
、
風
を
呼
ん
で
渡
る
。
馬
蹏
の
壅
閼
す
る

よ

よ
う
あ
つ

［
遮
り
留
め
る
］
所
、
水
、
為
め
に
流
れ
ず
。
陣
に
臨
み
、
馬
三
万
を
列つ

ら

ね
、
三
堵
牆
［
三
つ
の
垣
］
と
名
づ
く
。

前
の
者
返
顧
す
れ
ば
、
後
の

12

者
之
れ
を
殺
す
。
［
略
］

城
を
攻
む
る
に
、
迎
え
て
降
ら
ば
殺
さ
ず
、

7

守
る
こ
と
一
日
に
し
て
十
の
三
を
殺
し
、
二
日
に
し
て
十
の
七
を
殺
し
、

三
日
に
し
て
之
れ
を
屠
る
。
凡
そ
人
を
殺
さ
ば
、
屍
を
束
ね
て
燎
［
か
が

り
火
］
と
為
し
、
之
れ
を
打
亮
と
謂
ふ
。
城
、
将
に
陥
ち
ん
と
す
れ
ば
、

ま
さ

お

步
兵
万
人
堞
下
を
環
り
［
城
壁
の
上
の
物
見
用
の
垣
の
下
を
取
り
巻
き
］
、

て
ふ

か

め
ぐ

馬
兵
巡
徼
し
、
一
人
の
免
か
れ
得
る
無
し
。

献
忠
、
至
つ
て
残
忍
な
り

13

と
雖
も
逮
ば
ざ
る
な
り
。
［
略
］

自
成
、
酒
色
を
好
ま
ず
。
脱
粟
粗
糲

お
よ

29

［
籾
を
取
っ
た
だ
け
で
精
白
し
て
な
い
、
粗
末
な
玄
米
］
、
其
の
下
［
臣

下
］
と
甘
苦
を
共
に
す
。

汝
才
、
妻
妾
数
十
に
し
て
、
被
服
は
紈
綺
［
白

b

絹
と
綾
絹
。
上
等
の
衣
服
］
、
帳
下
［
居
所
］
に
女
楽
数
部
［
舞
楽
す
る

女
性
が
数
組
］
あ
り
、
厚
く
自
ら
奉
養
す
。
自
成
、
嘗
て
之
れ
を
嗤
ひ
鄙

わ
ら

い
や

し
む
。
汝
才
、
衆
数
十
万
、
山
西
の
挙
人
吉
珪
を
用
い
て
謀
主
と
為
す
。

自
成
善
く
攻
め
、
汝
才
善
く
戦
ふ
。
両
人
相
須
ふ
る
こ
と
、
左
右
の
手

も
ち

cの
若
し
。
自
成
、
宛
、
葉
を
下
し
、
梁
、
宋
に
克
つ
。
兵
強
く
士
附
く
。

専
制
の
心
有
り
。
顧
み
て
独
り
汝
才
の
み
忌
む
。
乃
ち
汝
才
と
善
く

6す
る
所
の

賀
一
龍
の
宴
に
召
し
て
之
れ
を
縛
し
、
晨

に
二
十
騎
を
以

あ
し
た

d
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て
汝
才
を
帳
中
に
斬
り
、
悉
く
其
衆
を
兼
ぬ
。

［
崇
禎
十
七
年
三
月
］

十
八
日
［
略
］
帝
［
略
］
剣
に
長
公
主
［
長
平

公
主
と
も
い
う
］
を
撃
ち
、
皇
后
［
周
皇
后
］
を

趣

し
自
尽
せ
し
む
。

う
な
が

十
九
日
丁
未
、
天
未
だ
明
け
ず
。
皇
城
守
ら
れ
ず
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
百
官

を
集
む
る
に
、
至
る
者
無
し
。
乃
ち
復
た
煤
山
［
北
京
旧
皇
城
内
の
小
山
。

万
寿
山
］
に
登
り
、
衣
襟
に
書
し
て
遺
詔
［
帝
の
遺
言
］
と
為
し
、
帛
を

き
ぬ

以
て
自
ら
山
亭
［
山
の
あ
ず
ま
や
］
に
縊
る
。
帝
遂
に
崩
ず
。
太
監
［
明

く
び

代
の
宦
官
の
長
］
王
承
恩
、
側
に
縊
る
。

自
成
、
氈
笠
縹
衣
［
羅
紗
の

26

冠
り
物
と
青
い
衣
］
に
し
て
、
烏
駁
馬
［
黒
斑
の
馬
］
に
乗
り
、
承
天
門

に
入
る
。
［
略
］

文
臣
は
范
景
文
よ
り
、
勲
戚
［
勲
功
あ
る
親
戚
］
は

27

劉
文
炳
以
下
、
節
に
殉
ず
る
者
四
十
余
人
。

宮
女
魏
氏
河
に
投
ず
。
従

24

ふ
者
二
百
余
人
。
象
房
の
象
皆
哀
吼
し
［
悲
し
み
叫
び
］
涙
を
流
す
。
太

子
は
周
奎
［
周
皇
后
の
父
］
の
家
に
投
ず
る
も
入
る
を
得
ず
。
二
王
［
永

王
・
定
王
］
も
亦
匿
る
る
能
は
ず
。

先
後
擁
し
至
る
も
、
皆
屈
せ
ず
。

か
く

27

自
成
之
れ
を
宮
中
に
羈
ぐ
。

長
公
主
、
絶
し
て
復
た
甦
り
、
舁
か
れ
至

つ
な

か

e

る
。
賊
劉
宗
敏
を
し
て
療
治
せ
し
む
。

［
五
月
］

李
巌
は
、
故
ら
に
自
成
に
勧
め
、
殺
さ
ざ
る
を
以
て
人
心
を

こ
と
さ

6

収
め
し
者
な
り
。［
略
］
金
星
等
大
い
に
之
れ
を
忌
む
。
［
略
］
自
成
、
金

星
を
し
て
巌
と
飲
ま
し
め
、
之
れ
を
殺
す
。

『
明
史
』
巻
三
〇
九
「
張
献
忠
」

献
忠
は
黄
面
長
身
虎
頷
［
虎
の
よ
う
な
あ
ご
］
、
人
、
黄
虎
と
号
す
。

13性
狡
譎
［
悪
賢
く
て
嘘
つ
き
］
、
殺
を
嗜
み
、
一
日
人
を
殺
さ
ざ
れ

こ
の

ば
輒
ち
悒
悒
と
し
て
楽
し
ま
ず
。

す
な
は

い
ふ
〳
〵

『
明
史
』
巻
三
〇
五
「
王
承
恩
」

崇
禎
十
七
年
［
一
六
四
四
］
三
月
、
李
自
成
闕
［
宮
城
］
を
犯
す
。
帝
、

17承
恩
に
命
じ
て
京
営
を
提
督
せ
し
む
［
宮
城
を
取
り
締
ま
ら
せ
た
］
。
17

是
の
時
、
事
勢
已
に
去
り
、

城

陴
［
城
の
物
見
垣
］
守
卒
寥
寥
た
り
。

じ
や
う

ひ

賊
、
飛
梯
［
高
い
梯
子
］
を
架
し
て
西
直
、
平
則
、
徳
勝
三
門
を
攻
む
。

承
恩
、
賊
の
坎

牆

［
物
見
垣
に
穴
を
穿
つ
］
を
見
て
、
急
に
礮
［
砲
］

か
ん
し
や
う

を
発
し
て
之
れ
を
撃
つ
。
連
り
に
斃
す
こ
と
数
人
。
而
る
に
諸
璫
泄
泄
と

し
き

し
か

た
う
え
い
〳
〵

し
て
自
如
た
り
［
多
く
の
宦
官
た
ち
は
た
る
ん
で
い
て
、
い
つ
も
と
変
わ

ら
な
か
っ
た
］
。

帝
、
承
恩
を
召
し
、
亟
や
か
に
内
官
［
宦
官
］
を
整

す
み

18

へ
、
親
征
に
備
へ
し
む
。
夜
分
［
夜
半
］
、
内
城
陥
る
［
攻
め
落
と
さ
れ

く
ず

た
］
。
天
、
将
に
曙
な
ら
ん
と
し
て
、
帝
、
寿
皇
亭
に
崩
ず
。
承
恩
、
即

ち
自
ら
其
の
下
に
縊
る
。
福
王
［
朱
由
崧
。
崇
禎
十
六
年
福
王
を
継
ぎ
、

い

う

し

ゆ

う

荘
烈
帝
の
死
後
南
京
に
逃
れ
弘
光
帝
と
称
す
］
の
時
、
忠
愍
と
諡
す
。

お
く
り
な

15

本
朝
［
清
］
、
地
六
十
畝
を
賜
ひ
、
建
祠
立
碑
し
て
其
の
忠
を
旌
し
、
故

あ

ら

は

主
の
陵
側
に
附
葬
す
。

『
明
史
』
巻
二
四
「
荘
烈
帝
」

丙
午
、
日
晡
［
夕
暮
れ
］
、
外
城
陥
る
。
是
の
夕
、
皇
后
周
氏
崩
ず
。
丁

く
づ

未
、
昧
爽
［
明
け
方
］
、
内
城
陥
る
。
帝
、
万
歲
山
に
崩
じ
、
王
承
恩
従

死
す
［
後
を
追
っ
て
死
ぬ
］
。

衣
襟
に
御
書
し
て
曰
く
、
朕
、
徳
涼
く
躬

う
す

み

20

を
藐
ん
ず
、
［
略
］
朕
死
す
る
も
面
目
祖
宗
に
見
ゆ
る
無
く
、
自
ら
冠
冕

か
ろ

［
冕
板
を
付
け
た
冠
。
帝
の
地
位
を
示
す
］
を
去
り
、
髪
を
以
て
面
を
覆

ふ
。

賊
の
分
裂
に
任
す
も
、
百
姓
［
一
般
の
人
民
］
一
人
も
傷
つ
く
る

20

こ
と
無
か
れ
、
と
。

『
虞
初
続
志
』
「
費
宮
人
伝
」

費
宫
人
は
年
十
六
、
未
だ
其
の
何
れ
の
地
の
人
な
る
か
詳
ら
か
な
ら
ず
。

14
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徳
容
［
徳
の
あ
る
様
子
］
荘
麗
な
り
。
懐
宗
［
清
に
よ
る
廟
号
。
崇
禎
帝
。

一
六
一
〇
～
四
四
］
、
周
后
に
語
り
、
命
じ
て
公
主
［
長
公
主
］
に
侍
せ

し
む
。
主
［
公
主
］
絶
だ
之
れ
を
憐
れ
む
。
宮
人
、
上
［
帝
］
の
流
氛
昌
熾

は

な

は

し
や
う
し

［
賊
の
反
乱
の
盛
ん
な
こ
と
］
な
る
を
憂
ふ
る
を
見
、
未
だ
嘗
て
窃
か
に

杞
人
の
慮
［
杞
憂
］
を
抱
か
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
王
承
恩
は
懐
宗
の
近
侍
な

き

ひ
と

り
。

宮
人
私
か
に
之
れ
に
向
ひ
、
寇
警
［
敵
来
襲
の
知
ら
せ
］
を
問
ふ
。

ひ
そ

16

承
恩
曰
く
、
若
深
禁
［
禁
中
］
に
居
る
に
、
何
ぞ
此
を
知
る
を
用
い
ん
［
ど

な
ん
ぢ

う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
］
、
と
。
宮
人
曰
く
、
惟

だ
深
禁
に
居
る
も
、
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
預
め
計
を
為
す
な
り
、

と
。
承
恩
之
れ
を
奇
と
す
。
寇
愈
よ
熾
る
。
懐
宗
憂
ふ
る
こ
と
愈
よ
深
く
、

い
よ
い

お
こ

宮
人
之
れ
を
承
恩
に
問
ふ
こ
と
愈
よ
数
り
な
り
。
承
恩
曰
く
、
若
何
ぞ
諸

し
き

な
ん
ぢ

こ
れ

を
他
人
に
詢
ら
ず
し
て
、
予
に
惟
る
こ
と
数
数
な
る
や
、
と
。
宫
人
曰
く
、

は
か

は
か

し
ば
し
ば

人
皆
泄
泄
た
り
［
た
る
ん
で
い
る
］
。
孰
れ
か
是
れ
、
君
国
を
以
て
意
と

え
い
〳
〵

い
づ

為
す
者
ぞ
。
吾
、
公
の
忠
誠
を
見
る
。
故
に
相
問
ふ
の
み
、
と
。
承
恩
益ま

す

ま
す
之
れ
を
奇
と
し
、
曰
く
、
若
預
め
計
を
為
す
と
云
ふ
。
計
、
安
く
に

か
出
づ
る
、
と
。
宮
人
曰
く
、
設
し
不
幸
な
ら
ば
、
計
る
は
惟
だ
死
有
る

も

の
み
。
要
ず
徒
ら
に
死
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
、
と
。
承
恩
曰
く
、
古
人
云

か
な
ら

く
、
生
者
を
し
て
死
な
し
め
、
死
者
復
た
生
く
と
も
、
生
者
其
の
言
を
食

ま
ず
［
嘘
を
吐
か
な
い
］
。
信
と
謂
ふ
べ
し
［
誓
い
を
交
わ
し
た
相
手
が

死
に
、
後
に
生
き
返
っ
た
と
し
て
も
、
約
が
守
ら
れ
て
い
れ
ば
生
き
残
っ

た
方
は
慚
ず
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
が
「
信
」
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。『
史

記
』
三
九
「
晋
世
家
」
九
な
ど
に
見
え
る
、
春
秋
時
代
晋
の
献
公
に
対
す

る
大
夫
荀
息
の
言
に
拠
る
］、
と
。
若

之
れ
を
能
く
せ
ん
や
、
と
。
宮
人

な
ん
ぢ

曰
く
、
請
ふ
、
之
れ
を
異
日
に
験
せ
よ
、
と
。

魏
宮
人
な
る
者
有
り
。
年
差
費
に
長
ず
。
亦
端
麗
に
し
て
、
素
よ
り
費

や
や

と
善
し
。
其
の
言
を
聞
き
て
曰
く
、
卿
の
計
は
甚
だ
難
し
。
吾
、
難
き
を

為
す
能
は
ざ
れ
ば
、
其
の
時
に
当
た
り
惟
だ
一
死
、
以
て
吾
が
志
を
伸
べ

ん
の
み
、
と
。
承
恩
、
並
び
に
之
れ
を
奇
と
す
。

甲
申
三
月
十
九
日
、
李
自
成
都
城
を
破
る
。
王
承
恩
走
り
て
帝
に
報

17
ず
。

帝
、
后
と
泣
き
別
る
。
宮
中
の
人
、
皆
環
泣
す
［
取
り
巻
い
て
泣

19

く
］
。
后
自
縊
す
。
袁
貴
妃
も
亦
自
縊
す
。
帝
、
剣
を
抜
き
、
御
嬪
妃
［
宮

じ

い

女
］
数
人
を
刃

斫

す
［
斬
る
］
。
公
主
を
召
し
至
ら
し
め
て
曰
く
、
爾
、

じ
ん
し
や
く

な
ん
ぢ

年
十
五
な
り
。
何
ぞ
不
幸
に
し
て
我
が
家
に
生
ま
る
る
や
、
と
。
左
の
袖

に
面
を
掩
ひ
、
右
の
手
に
刃
を
揮
ひ
て
、

左
の
臂
を
断
つ
。
未
だ
死
せ

f

ざ
る
に
、
手
慄
き
て
止
む
。
随
い
て
承
恩
と
南
宮
に
至
り
、
万
歲
山
の
寿

を
の
の

つ
づ

皇
亭
に
登
つ
て
自
縊
す
。
帝
は
中
に
居
り
、
承
恩
は
右
な
り
。
承
恩
且
つ

従
容
と
し
て
命
を
拝
し
て
鼎
湖
［
帝
の
崩
御
を
い
う
。
黄
帝
が
鼎
湖
で
銅

の
鼎
を
鋳
た
後
、
龍
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
伝
説
か
ら
］
に
相
随
ふ
な
り
。

時
に
尚
衣
監
［
明
代
の
宦
官
の
役
職
。
帝
の
冠
冕
や
衣
服
な
ど
を
掌

21
る
］
何
新
な
る
者
、
趨
り
て
宮
に
入
る
。
帝
に
見
え
ん
と
す
る
も
得
ず
、

ま
み

公
主
の
地
に
仆
る
る
を
見
る
。
他
の
宮
人
は
悉
く
散
じ
走
る
。
費
宮
人
、

其
の
側
に
哭
し
侍
す
。
相
与
に
之
れ
を
救
ひ
て
甦
ら
す
。
公
主
曰
く
、
父

あ
ひ
と
も

皇
、
我
に
死
を
賜
ふ
。
我
何
ぞ
敢
へ
て
生
を
偸
ま
ん
や
。
且
つ
、
賊
至
ら

ば
必
ず
宮
眷
［
帝
の
身
内
］
を
索
め
ん
。
我
終
ひ
に
匿
れ
難
き
な
り
、
と
。

も
と

か
く

宮
人
曰
く
、
請
ふ
、
主
の
服
を
以
て
婢
［
費
宮
人
の
卑
称
。
わ
た
く
し
め
］

に
賜
は
ら
ん
こ
と
を
。
婢
当
に
賊
を
誑
き
、
以
て
主
を
脱
せ
し
む
べ
し
。
顧

あ
ざ
む

た

だ
安
く
の
所
に
か
往
か
ん
や
、
と
。
何
新
曰
く
、
国
丈
第
［
岳
父
周
奎
の

い
づ

邸
］
可
な
り
、
と
。
主
、
衣
を
授
け
婢
に
与
へ
て
、
泣
き
て
之
れ
と
別
る
。

新
、
倉
皇
と
し
て
主
を
負
ひ
て
出
づ
。

李
自
成
、
承
天
門
を

射
て
、

将
に
宮
に
入
ら
ん
と
す
［
こ
こ
ま

22

26

22

で
が
本
作
十
月
号
掲
載
分
に
対
応
］
。

魏
宮
人
大
い
に
呼
び
て
曰
く
、

23

賊
は
大
内
［
禁
裏
］
に
入
る
。
我
輩
必
ず
辱
め
を
受
け
ん
。
志
有
る
者
は
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早
く
計
を
為
せ
、
と
。
身
を
奮
つ
て
御
河
［
禁
裏
を
流
れ
る
溝
］
に
躍
り

入
る
。
須
臾
に
し
て
之
れ
に
従
ひ
死
ぬ
る
者
、
三
百
に
盈
つ
。
翠
［
カ
ワ

み

セ
ミ
の
羽
飾
り
］
積
み
、
脂
凝
る
。
河
水
之
れ
が
為
に
流
れ
ず
し
て
香
る

あ

ぶ

ら

こ
と
且
つ
数
日
な
り
。

費
宮
人
、
其
の
死
を
目
送
し
て

服
を
還
ふ
。

主
の
服
に
し
て
眢
井

か

え
ん
せ
い

25

21

25

［
涸
れ
井
戸
］
中
に
匿
る
。

賊
鈎
き
て
出
す
。
李
自
成
に
見
え
て
曰
く
、

ひ

28

我
は
長
公
主
な
り
。
若
無
礼
す
る
を
得
ざ
れ
、
と
。
自
成
其
の
豊
艶
な
る

な
ん
ぢ

を
見
、
心
に
之
れ
を
納
れ
ん
と
欲
す
。

而
れ
ど
も
、
御
座
に
陞
る
ご
と
に
輒
ち
神
揺
る
ぎ
目
眩
き
、
白
衣
の

の
ぼ

く
る
め

30
人
の
長
数
丈
な
る
者
、
前
に
在
り
て
立
つ
を
見
る
。
又
恍
［
ぼ
ん
や
り
］

た
け

と
し
て
、
帝
の
其
の
左
右
よ
り
辟
易
す
る
［
恐
れ
逃
げ
る
］
が
如
き
な
り
。

心
に
之
れ
を
畏
れ
て
敢
へ
て
せ
ず
。
以
て
其
の
愛
将
羅
姓
な
る
者
に

30賜
ふ
。
羅
の
闖
に
お
け
る
、
衝
陥
［
敵
を
攻
め
陣
を
陥
れ
る
］
攻
取
、
首

功
に
居
り
［
第
一
の
功
名
で
あ
っ
た
］
。
故
に
自
成
之
れ
を
賜
ひ
、
以

を

て
勲
に
酧
ゆ
。

い
さ
を
し

む
く

羅
甚
だ
喜
ぶ
。

宮
人
曰
く
、
闖
［
闖
王
李
自
成
］
の
命
、
吾
敢
へ
て
違
は
ず
。
然
れ
ど

も
我
は
帝
の
子
な
り
。
爾
能
く
祭
り
を
設
け
先
帝
を
祭
り
て
、
難
に
従
ひ

な
ん
ぢ

し
太
監
王
承
恩
を
其
側
に
祔
し
［
合
祀
し
］
、
従
容
と
し
て
礼
を
尽
く
さ

ば
、
則
ち
子
に
従
は
ん
、
と
。
羅
、
更
に
喜
ぶ
こ
と
甚
だ
し
。
其
の
請
ひ

に
従
ふ
。

宮
人
泣
き
て
先
帝
を
拝
し
畢
る
。
併
せ
て
承
恩
を
拝
し
て
曰
く
、
王
公

王
公
、
爾
能
く
死
し
て
復
た
生
き
、
以
て
吾
が
言
を
験
す
る
や
。
吾
将
に

平
生
の
言
を
践
ま
ん
と
す
、
と
。

ふ

諸
賊
大
い
に
楽
を
張
り
［
管
弦
を
奏
す
る
］
、
羅
の
為
め
に
賀
ふ
。
羅

い
は

痛
飮
し
、
大
酔
し
て
内
に
入
る
。
宮
人
も
亦
た
酒
を
具
へ
、
同
牢
し
［
夫

婦
初
め
て
食
事
を
と
も
に
し
］
巹

酌

を
為
す
［
婚
礼
の
杯
を
酌
み
交
わ

き
ん
し
や
く

し
た
］
。
又
大
觥
［
大
杯
］
を
以
て
連
り
に
羅
に
飲
ま
し
む
。
羅
曰
く
、

し
き

吾
、
子
を
得
た
り
。
一
疏
［
主
君
へ
の
上
書
］
を
草
し
て
闖
王
に
謝
せ
ん

と
欲
す
。
而
れ
ど
も
人
無
き
を
愧
ず
、
と
。

は

宮
人
曰
く
、
是
れ
何
ぞ
難
か
ら
ん
。
我
之
れ
を
能
く
す
。
君
盍
ぞ
寝
て

な
ん

我
が
撰
し
就
し
て
［
上
書
を
書
き
上
げ
て
］
君
に
語
る
を
俟
た
ざ
る
、
と
。

な

羅
、
愈
よ
喜
び
、
陶
然
と
し
て
臥
に
就
く
。
齁
［
鼻
息
］
雷
の
如
し
。

宮
人
、
侍
女
を
屏
去
せ
し
め
［
退
か
せ
］
、
燈
を
挑
げ
独
坐
す
。
中
外

か
か

の
籟
を
聞
く
に
、
俱
に
静
か
な
り
。
是
に
於
て
纎
指
を
以
て
匕
首
を
挟
つ
。

ひ
び
き

あ
ひ
く
ち

も

羅
賊
の
喉
を
睨
み
、
力
め
て
［
強
く
］
之
れ
を
刺
す
。
羅
、
頸
裂
け
、
痛

み
を
負
ふ
て
躍
起
す
。
屢
ば
仆
れ
、
屢
ば
躍
り
て
始
め
て
僵
る
。
賊
衆
驚

た
ふ

た
ふ

き
、

闥
を
闢
排
し
て
［
小
門
を
推
し
開
い
て
］
之
れ
を
救
ふ
。
已
に
し

た
つ

へ
き
は
い

32

て
及
ぶ
こ
と
無
し
［
間
に
合
わ
な
か
っ
た
］
。
時
に
華
燭
尚
ほ
明
ら
か
な

り
。
衆
、
宮
人
の
盛
粧
［
華
や
か
に
装
い
］
端
坐
し
て
語
る
無
き
を
見

る
。
審
ら
か
に
之
れ
を
視
れ
ば
、
則
ち
已
に
粉
項
［
白
粉
を
塗
っ
た
う
な

つ
ま
び

じ
］
を
剄
り
て
悠
然
と
し
て
逝
け
り
。

く

び

き

自
成
に
聞
か
す
に
、
自
成
駭
歎
し
て
之
れ
を
礼
葬
す
。
遂
に
以
て
公
主

已
に
死
せ
り
と
為
し
て
復
た
索
め
ず
。

陸
士
雲
曰
く
、
夫
子
云
く
、
惟
だ
女
子
と
小
人
と
は
養
ひ
難
し
と
為
す

［
論
語
・
陽
貨
］
、
と
。
女
子
、
小
人
は
、
宦
官
、
宮
妾
な
ら
ん
か
。
宮

妾
の
費
魏
の
如
き
、
宦
官
の
王
承
恩
の
如
き
は
、
即
ち
丈
夫
、
君
子
な
り
。

何
を
以
て
過
た
ん
や
。
余
、
之
れ
を
伝
へ
、
以
て
天
下
の
丈
夫
に
し
て
丈

夫
な
ら
ず
、
君
子
た
り
と
号
し
て
君
子
た
ら
ざ
る
者
を
愧
ぢ
し
め
ん
。

鄭
醒
愚
曰
く
、
毛
西
河
言
ふ
、

宮
人
死
に
頻
［
瀕
］
し
て
呼
ん
で

さ
け

31

曰
く
、
吾
の
自
成
を
殺
す
を
得
ざ
る
は
天
な
り
、
と
。
蓋
し
宮
人
の

初
志
は
、
自
成
を
得
る
に
在
り
。
自
成
を
得
る
能
は
ず
し
て
死
す
。
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豈
に
天
に
非
ざ
ら
ん
や
、
豈
に
天
に
非
ざ
ら
ん
や
、
と
。
然
り
、
亦

た

自
成
の
魄
を
褫
ふ
［
喪
心
さ
せ
る
］
に
足
れ
り
。

う
ば

33

以
上
の
よ
う
に
、
一
部
叙
述
の
順
序
を
変
え
た
箇
所
は
あ
る
が
、
本
作

が
『
明
史
』
『
虞
初
続
志
』
に
拠
り
、
お
お
む
ね
そ
の
記
述
順
に
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
十
）

。
実
際
に
本
作
と
併
読
す
れ
ば
、
説
明
や
描

写
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
独
自
の
改
変
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
魏
宮
人
に
従
っ
て
水
死
し
た
宮
女

の
数
に
つ
い
て
、『
明
史
』
の
「
二
百
余
名
」
で
な
く
、
『
虞
初
続
志
』
の

「
三
百
」
を
取
る
な
ど
、
そ
の
利
用
は
顕
著
で
あ
る
。『
骨
董
』（
前
掲
）

の
場
合
と
同
様
（
注
（
八
）
拙
稿
参
照
）
、
本
稿
を
「
原
話
」
と
題
し
た

所
以
で
あ
る
。

以
下
、
本
作
で
説
明
・
描
写
を
加
え
た
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
説
明
の
例
。
①
意
識
を
取
り
戻
し
た
長
公
主
が
、
賊
か
ら
身
を
隠

す
す
べ
も
な
い
と
嘆
い
た
の
に
対
し
、「
こ
れ
は
如
何
に
も
道
理
千
万
で
、

も
つ
と
も

し
か
も
賊
も
尋
常
の
賊
で
は
無
い
、
鬼
の
如
く
夜
叉
の
如
き
賊
で
あ
る
、

［
略
］
何
新
も
行
詰
つ
て
語
無
か
つ
た
。
其
時
、
星
の
眼
に
不
屈
の
意
気

ゆ
き
つ
ま

こ
と
ば

ま
な
こ

を
含
ん
」
だ
費
宮
人
が
、
衣
服
を
替
え
て
公
主
に
な
り
す
ま
し
、
公
主
を

逃
が
す
計
略
を
申
し
出
る
。「
何
新
は
山
窮
つ
た
と
こ
ろ
に
路
を
得
た
思
が

き
は
ま

お

も

ひ

し
た
。
」
。「
公
主
も
已
む
無
く
」
衣
服
を
授
け
る
が
、「
費
宮
人
の
涙
の
目
、

ひ
め
う
へ

公
主
の
涙
の
目
、
涙
眼
相
視
て
、
言
は
ん
と
し
て
語
を
知
ら
ず
、
」
と
い

も
の
い

こ
と
ば

う
有
様
で
あ
っ
た
。
公
主
の
嘆
き
に
困
惑
し
た
何
新
が
、
費
宮
人
の
申
し

出
を
聞
い
て
望
み
を
見
出
す
さ
ま
、
彼
女
を
身
代
わ
り
に
す
る
公
主
の
思

い
が
不
足
な
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
②
「
眢
井
」
に
潜
ん
だ
費
宮
人
の
意

か
ら
ゐ
ど

図
に
つ
い
て
、
「
一
時
の
ド
サ
ク
サ
紛
れ
に
詰
ら
ぬ
者
共
［
単
行
本
以
下

「
一
時
の
ら
う
が
は
し
い
紛
れ
に
甲
斐
無
き
者
共
」
］
の
手
に
か
ゝ
ら
ぬ

や
う
に
と
の
思
慮
で
し
た
こ
と
は
勿
論
で
す
［
単
行
本
以
下
「
で
し
た
」
］
。
」

と
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
③
羅
将
軍
に
賜
わ
っ
た
費
宮
人
が
、
崇
禎
帝

や
王
承
恩
を
祭
れ
ば
将
軍
に
従
う
と
言
っ
た
の
で
、
将
軍
が
い
よ
い
よ
喜

ん
だ
の
は
、
「
美
し
い
の
み
な
ら
ず
、
尊
い
の
み
な
ら
ず
、
且
又
［
単
行

た
つ
と

本
以
下
「
又
」
ナ
シ
］
立
派
な
人
を
吾
が
一
生
の
儔
と
し
た
と
思
つ
た
」

と
も

か
ら
だ
、
と
し
て
い
る
。
公
主
に
な
り
替
わ
っ
た
費
宮
人
は
、
娘
（
公
主
）

と
し
て
父
帝
や
忠
臣
へ
の
礼
を
わ
き
ま
え
、
「
情
理
を
尽
し
て
」
言
っ
た

の
で
、
そ
の
人
格
の
高
邁
さ
ゆ
え
に
将
軍
は
さ
ら
に
喜
ん
だ
と
い
う
、
適

切
な
心
理
説
明
と
言
え
よ
う
。
④
李
自
成
へ
の
謝
恩
の
上
奏
文
を
書
こ
う

と
す
る
羅
将
軍
を
寝
室
で
休
ま
せ
、
代
わ
り
に
自
分
が
書
く
と
言
っ
た
費

宮
人
が
、
し
か
し
「
別
に
謝
恩
の
表
を
草
す
る
の
で
も
無
か
つ
た
。
」
と

い
う
の
も
、
彼
女
の
意
図
を
明
確
に
し
、
次
の
刺
殺
場
面
へ
う
ま
く
導
い

て
い
る
。

精
細
な
描
写
の
例
は
、
特
に
魏
宮
人
と
費
宮
人
に
看
取
さ
れ
る
。
「
悲

し
く
清
し
い
声
を
振
絞
つ
て
大
に
呼
は
つ
た
」
魏
宮
人
は
、
「
梨
の
花
が

す
ゞ

よ
ば

冷
い
夕
の
雨
に
遇
つ
た
や
う
に
青
み
を
帯
ぶ
る
［
単
行
本
以
下
「
帯
び
る
」
］

ゆ
ふ
べ

ま
で
凄
じ
い
白
い
顔
面
に
厳
と
し
た
意
気
を
漲
ら
せ
て
、
予
て
の
覚
悟
に

お

も

て

み
な
ぎ

従
つ
て
、
今
や
生
死
の
関
を
超
え
、
斃
れ
て
而
も
屈
せ
ぬ
精
神
上
の
勝
者

せ
き

た
ふ

と
な
ら
ん
と
」
、
周
囲
に
呼
び
か
け
た
（
十
一
）

上
、
率
先
し
て
入
水
す
る
。

一
方
、
費
宮
人
が
羅
将
軍
を
刺
殺
す
る
場
面
は
、
「
玉
を
も
て
削
れ
る
が

た
ま

如
き
繊
き
［
単
行
本
以
下
「
繊
き
」
］
白
き
指
を
も
て
、
明
晃

々
た
る
［
単

か
よ
は

ほ
そ

め
い
く
わ
う
〳
〵

行
本
以
下
「
錦
衣
の
下
よ
り
明
晃

々
た
る
」
］
匕
首
を
［
単
行
本
以
下
「
匕

め
い
く
わ
う
〳
〵

首
を
取
出
し
て
」
］
抜
き
持
つ
た
。
羅
の
い
ぎ
た
な
く
寝
た
顔
を
確
乎
と

し
つ
か
り

見
据
ゑ
た
。
柳
の
眉
い
さ
ゝ
か
昂
つ
て
、
星
の
眼
き
ら
り
と
輝
い
た
途
端

ま
な
こ

に
［
単
行
本
以
下
「
途
端
」
］、
青
蛇
の
如
き
匕
首
は
羅
将
軍
の
頸
に
咬
入

せ
い

だ

く
ひ

つ
た
。
」
と
あ
り
、
費
宮
人
の
美
化
、
対
照
的
に
羅
将
軍
の
だ
ら
し
な
さ
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が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
作
は
、
原
話
の
い
わ
ば
骨
格
に
肉
付
け
す
る
形
で
形
成

さ
れ
た
。
初
出
で
「
創
作
」
欄
に
掲
載
さ
れ
ず
、
『
世
界
に
於
け
る
日
本

現
代
文
学
の
位
置
』
（
千
葉
亀
雄
）『
地
中
海
遊
記
』（
大
谷
光
瑞
）［
以
上

十
月
号
］
『
社
会
進
化
に
お
け
る
女
性
の
位
置
』（
高
畠
素
之
）
『
「
生
活
」

及
び
そ
の
他
』
（
武
者
小
路
実
篤
）『
フ
レ
ッ
プ
・
ト
リ
ッ
プ
（
十
一
）
北

海
道
樺
太
紀
行
』（
北
原
白
秋
）
［
以
上
十
一
月
号
］
な
ど
の
評
論
・
随
筆

・
紀
行
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
、
作
者
の
意
向
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
初

出
で
敬
体
・
常
体
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
（
注
（
二
）
参
照
）
、
単
行
本

収
録
の
際
に
修
訂
さ
れ
た
箇
所
が
多
い
こ
と
（
十
二
）

は
、
原
稿
の
〆
切
に
追

わ
れ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
、
魏
宮
人
・
費
宮
人
に
関
す
る
比
喩
・
形
容
の

平
凡
さ
、
解
釈
上
面
倒
な
箇
所
（
十
三
）

の
放
置
も
、
そ
れ
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
。
療
養
中
の
長
男
成
豊
の
た
め
露
伴
の
多
作
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

費
宮
人
・
魏
宮
人
へ
の
注
目
は
、
本
作
の
標
題
「
暴
風
裏
の
花
」
に
明

白
で
あ
る
。
「
賊
は
殆
ん
ど
不
可
抗
力
の
如
く
に
逼
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し

せ
ま

た
。
恰
も
一
天
の
暴
風
雨
が
襲
来
す
る
時
に
、
草
も
偃
し
、
樹
も
倒
れ
、

あ
た
か

ふ

葉
も
飛
び
、
枝
も
裂
け
、
砂
は
走
り
、
石
は
叫
ぶ
や
う
な
状
態
で
あ
り
ま

あ
り
さ
ま

し
た
。
［
略
］
此
の
恐
ろ
し
い
暴
風
雨
の
裏
に
果
敢
無
く
な
つ
た
琪
花
［

う
ち

は

か

な

た
ま
の
は
な

単
行
本
以
下
ル
ビ
「
き
く
わ
」
］
、
瑶
草
［
単
行
本
以
下
ル
ビ
「
え
う
さ
う
」
］

た
ま
の
く
さ

は
何
程
有
つ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
其
の
中
に
明
の
宮
廷
で
脆
く
も
口
惜
し

な
に
ほ
ど

く
ち

を

く
も
散
り
砕
け
た
二
つ
の
美
し
い
立
派
な
花
が
あ
り
ま
し
た
。
」
と
の
比

喩
を
受
け
て
、
ま
ず
費
宮
人
の
話
が
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
拠
る
と
こ
ろ
有
る
事
実
に
本
づ
い
て
、
尠
少
の
傅
彩

補
筆
を
加
へ
」
（
前
掲
『
龍
姿
蛇
姿
』
自
序
）
た
本
作
で
あ
っ
た
が
、
た

だ
一
点
、
独
自
の
改
変
と
言
う
べ
き
所
が
あ
る
。
公
主
を
殺
そ
う
と
し
た

帝
が
、
娘
へ
の
愛
情
に
絆
さ
れ
、
「
わ
づ
か
に
公
主
の
左
の
御
臂
を
傷
つ

ひ
め
う
へ

お
ん
ひ
ぢ

け
た
ま
ひ
た
れ
ど
、
御
手
慄
ひ
て
復

剣

を
揮
ひ
た
ま
ふ
能
は
ず
、
公
主

お
ん

て

ふ
る

ま
た
つ
る
ぎ

ふ
る

に
自
ら
処
す
る
道
を
諭
し
た
ま
ひ
た
る
に
と
ゞ
め
」
た
、
と
い
う
箇
所
で

さ
と

あ
る
。
「
費
宮
人
伝
」
で
は
、
前
引
二
重
傍
線
部

「
左
の
臂
を
断
つ
」

f

で
あ
り
、
こ
れ
は
『
明
史
』
巻
一
二
一
「
列
伝
」
九
「
長
平
公
主
」
で
も

「
以
剣
揮
斫
之
断
左
臂
」
（
剣
を
以
て
揮
ひ
て
之
れ
を
斫
り
、
左
の
臂
を

断
つ
）
と
共
通
す
る
。
左
ひ
じ
を
切
断
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
痛

み
に
耐
え
き
れ
ず
、
二
重
傍
線
部

の
よ
う
に
『
明
史
』
巻
三
〇
九
で
も

e

公
主
は
意
識
を
失
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
作
で
は
、
女
性
向
け
雑
誌
と

い
う
性
格
上
、
残
酷
な
描
写
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。「
わ
づ
か
に
［
略
］

傷
つ
け
」
と
、
軽
少
な
傷
に
し
た
た
め
、
公
主
に
意
識
が
あ
り
、
帝
は
「
自

ら
処
す
る
道
を
諭
し
」
た
、
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
後
文
で
は
、

「
気
絶
し
て
居
ら
れ
た
公
主
」
を
何
新
と
費
宮
人
が
介
抱
し
、
意
識
を
取

を

ひ
め
う
へ

り
戻
し
た
、
と
「
費
宮
人
伝
」
の
記
述
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
た
め
、
前
後

齟
齬
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
些
細
な
点
だ
が
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
史
実

の
改
変
に
な
ろ
う
。

四

本
作
が
「
拠
る
と
こ
ろ
有
る
」
点
は
確
認
で
き
た
が
、
そ
れ
は
果
た
し

て
「
事
実
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
作
末
尾
に
「
此
の
費
宮
人
の
事

は
明
史
に
は
出
て
居
ら
ぬ
が
」
（
前
掲
）
と
い
う
が
、
し
か
し
『
明
史
』

巻
一
一
四
「
列
伝
」
二
「
后
妃

二
」
末
尾
に
は
、
「
宮
人
魏
氏
」
と
と

も
に
「
宮
人
費
氏
」
の
伝
が
あ
る
。

宮
人
費
氏
年
十
六
自
投
眢
井
中
賊
鈎
出
見
其
姿
容
争
奪
之
費
氏
紿
曰
我
長

公
主
也
羣
賊
不
敢
逼
擁
見
李
自
成
自
成
命
中
官
審
視
之
非
是
以
賞
部
校
羅
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某
者
費
氏
復
紿
羅
曰
我
実
天
潢
義
難
苟
合
将
軍
宜
択
吉
成
礼
羅
喜
置
酒
極

歓
費
氏
懐
利
刃
俟
羅
酔
断
其
喉
立
死
因
自
詫
曰
我
一
弱
女
子
殺
一
賊
帥
足

矣
遂
自
刎
死
自
成
聞
大
驚
令
収
葬
之

宮
人
費
氏
は
年
十
六
、
自
ら
眢
井
中
に
投
ず
。
賊
鈎
き
て
出
し
、
其
の
姿

え
ん
せ
い

ひ

容
を
見
て
、
争
ひ
て
之
れ
を
奪
ふ
。
費
氏
紿
き
て
曰
く
、
我
は
長
公
主
な

あ
ざ
む

り
、
と
。
群
賊
敢
へ
て
逼
ら
ず
、
擁
し
て
李
自
成
に
見
ゆ
。
自
成
、
中
官

ま
み

［
宮
中
の
宦
官
］
に
命
じ
て
之
れ
を
審
視
［
じ
っ
く
り
視
る
］
せ
し
む
る

に
、
是
に
非
ず
。
以
て
部
校
［
部
隊
を
率
い
る
将
校
］
羅
某
な
る
者
に
賞た

ま

ふ
。
費
氏
復
た
羅
を
紿
き
て
曰
く
、
我
実
に
天
潢
［
皇
族
］
な
り
。
義
と

し
て
苟
合
［
私
通
］
し
難
し
。
将
軍
、
宜
し
く
吉
を
択
び
礼
を
成
す
［
良

こ
う
が
ふ

き
日
を
選
び
、
婚
礼
を
済
ま
す
］
べ
し
、
と
。
羅
喜
び
、
置
酒
し
［
酒
宴

を
開
い
て
］
歓
び
を
極
む
［
歓
迎
の
心
を
十
分
に
尽
く
し
た
］
。
費
氏
利

刃
を
懐
き
、
羅
の
酔
ふ
を
俟
ち
て
其
の
喉
を
断
て
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
死

い
だ

す
。
因
り
て
自
ら
詫
り
て
曰
く
、
我
は
一
弱
女
子
な
る
も
、
一
賊
帥
［
賊

ほ
こ

の
頭
目
］
を
殺
す
に
足
れ
り
、
と
。
遂
に
自
ら
刎
り
て
死
す
。
自
成
聞
き

く
び
き

て
大
い
に
驚
き
、
之
れ
を
収
め
葬
ら
し
む
。

こ
こ
に
登
場
す
る
「
部
校
羅
某
者
」
と
は
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。『
明
史
』

巻
三
〇
九
「
李
自
成
」
を
読
む
限
り
、
そ
の
「
部
校
」
で
「
羅
」
姓
の
も

の
は
、
羅
汝
才
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
前
引
二
重
傍
線
部

「
自
成
、
自

a

ら
奉
天
倡
義
大
元
帥
と
号
し
、羅
汝
才
を
代
天
撫
民
威
徳
大
将
軍
と
号
す
」

や
、

「
自
成
善
く
攻
め
、
汝
才
善
く
戦
ふ
。
両
人
相
須
ふ
る
こ
と
、
左

c

右
の
手
の
若
し
」
等
に
拠
れ
ば
、
羅
汝
才
は
李
自
成
の
片
腕
と
い
っ
て
よ

く
、「
部
校
」「
将
軍
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。『
虞
初
続
志
』「
費
宮
人
伝
」

で
も
「
衝
陥
攻
取
、
首
功
に
居
り
。
故
に
自
成
之
れ
を
賜
ひ
、
以
て
勲
に

酧
ゆ
」
と
あ
る
。
ま
た
、

「
汝
才
、
妻
妾
数
十
に
し
て
、
被
服
は
紈
綺
、

b

帳
下
に
女
楽
数
部
あ
り
、
厚
く
自
ら
奉
養
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
女

好
き
で
、

「
酒
色
を
好
ま
」
な
い
李
自
成
と
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。
そ

29

の
た
め
、
「
自
成
、
嘗
て
之
れ
を
嗤
ひ
鄙
し
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
人

の
関
係
は
良
好
で
は
な
か
っ
た
。

「
専
制
の
心
有
」
っ
た
李
自
成
は
、

6

「
顧
み
て
独
り
汝
才
の
み
忌
」
み
、
汝
才
と
仲
良
し
の

「
賀
一
龍
の
宴

d

に
召
し
て
之
れ
を
縛
し
、
晨
に
二
十
騎
を
以
て
汝
才
を
帳
中
に
斬
」
る
、

と
い
う
よ
う
に
、
酒
宴
で
油
断
し
た
羅
汝
才
を
騙
し
討
ち
に
し
た
の
で
あ

る
。
女
好
き
、
酒
好
き
と
い
う
点
は
、
『
虞
初
続
志
』「
費
宮
人
伝
」
と
も

共
通
し
、
長
公
主
（
実
は
費
宮
人
）
を
賜
わ
っ
て
「
羅
甚
だ
喜
ぶ
」
、
ま

た
「
諸
賊
大
い
に
楽
を
張
り
、
羅
の
為
め
に
賀
ふ
。
羅
痛
飮
し
、
大
酔
し

て
内
に
入
る
。
宮
人
も
亦
た
酒
を
具
へ
、
同
牢
し
巹
酌
を
為
す
。
又
大
觥

を
以
て
連
り
に
羅
に
飲
ま
し
む
」
と
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
早
い
段
階
で
、
李
自
成
の
片
腕
な
が
ら
正
反
対
の
性
格
で

女
好
き
酒
好
き
、
つ
い
に
は
李
自
成
に
殺
さ
れ
た
将
軍
羅
汝
才
を
モ
デ
ル

と
し
、
新
た
に
費
宮
人
を
創
出
し
た
伝
奇
的
物
語
が
生
成
・
伝
承
さ
れ
た

結
果
、『
明
史
』
「
后
妃
」
列
伝
中
に
「
宮
人
費
氏
」
と
し
て
定
着
し
た
可

能
性
が
あ
ろ
う
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
（
前
掲
注
（
六
）
）
巻
七
九
「
甲
申

之
変
」
に
は
、
こ
の
『
明
史
』
「
宮
人
費
氏
」
と
同
内
容
の
記
事
が
あ
る

ほ
か
、
尚
衣
監
何
新
が
蘇
生
さ
せ
た
長
公
主
を
背
負
っ
て
「
国
丈
府
中
」

へ
と
逃
げ
る
場
面
も
あ
り
、
『
天
問
閣
文
集
』（
十
四
）

一
「
甲
申
宮
人
伝
」
や

『
虞
初
続
志
』
「
費
宮
人
伝
」
は
こ
れ
ら
に
拠
っ
て
潤
色
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

し
か
し
、
上
記
の
「
宮
人
費
氏
」
に
は
一
貫
し
た
計
画
性
が
乏
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
涸
れ
井
戸
に
隠
れ
た
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
身
分
を
偽

る
こ
と
で
身
の
安
全
を
願
っ
た
が
、
長
公
主
で
は
な
い
と
簡
単
に
見
顕
さ
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れ
て
し
ま
う
。
軍
功
あ
っ
た
羅
将
軍
に
与
え
ら
れ
、
身
を
汚
さ
れ
る
の
を

恐
れ
て
皇
族
と
詐
っ
た
が
そ
れ
も
空
し
く
、
最
後
は
隙
に
乗
じ
て
羅
将
軍

を
殺
害
し
自
殺
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
も
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、『
虞
初
続
志
』「
費
宮
人
伝
」
で
は
さ
ら
に
小
説
的
脚
色
が
加
わ
り
、

初
め
か
ら
長
公
主
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
李
自
成
に
近
づ
き
、
そ
の
「
愛

将
羅
姓
」
な
る
者
を
刺
殺
す
る
設
定
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
主
人
の
身
を
守
る
と
と
も
に
、
敵
を
討
ち
果
た
す
美
女
と
い

う
形
象
は
、
そ
の
先
例
と
し
て
唐
・
宋
代
の
伝
奇
の
女
侠
、
例
え
ば
「
聶

隠
娘
」（
『
太
平
広
記
』
巻
一
九
四
、
出
典
『
伝
奇
』
）
、「
紅
綫
」（
同
一
九

五
、
出
典
『
甘
沢
謡
』
）
、「
荊
十
三
娘
」（
同
一
九
六
、
出
典
『
北
夢
瑣
言
』
）
、

李
公
佐
「
謝
小
娥
伝
」
（
同
四
九
一
）
な
ど
を
想
起
さ
せ
る
が
、
現
実
味

あ
る
点
で
「
謝
小
娥
伝
」
に
類
似
す
る
。

五

以
上
見
た
よ
う
に
、
費
宮
人
の
存
在
に
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
あ
り
、「
拠

る
と
こ
ろ
有
る
事
実
」
「
稀
有
の
事
実
」
と
判
断
す
る
に
は
躊
躇
い
を
覚

え
る
。
も
っ
と
も
、
「
事
実
無
根
の
談
で
は
な
い
」
（
本
文
末
尾
）
、「
自
分

は

な

し

の
造
り
出
し
た
事
で
は
無
い
、
拠
る
と
こ
ろ
は
本
文
に
記
し
て
置
い
た
通

り
」（
前
掲
「
自
序
」
）
と
言
う
な
ら
ば
、
何
の
問
題
も
生
じ
な
い
。
す
な

わ
ち
、
「
事
実
」
か
否
か
で
は
な
く
、
自
身
の
創
作
か
否
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
基
準
で
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
史
伝
物
の
嚆
矢
『
頼
朝
』

（
明
治
四
十
一
年
九
月
東
亜
堂
書
房
）
以
降
、
露
伴
は
創
作
を
忌
避
し
、

「
事
実
は
皆
本
づ
く
と
こ
ろ
が
有
つ
て
、
捏
造
や
仮
託
は
全
く
為
さ
ぬ
」

（
『
頼
朝
』
「
引
」
）
態
度
で
執
筆
に
当
た
っ
た
と
い
え
る
（
十
五
）

。
露
伴
の

広
範
な
知
識
は
、
創
作
を
阻
む
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
本
作
と
同
時
期
の
『
骨
董
』
（
前
掲
）
や
晩
年
の

『
幻
談
』
（
前
掲
）
、
『
雪
た
ゝ
き
』（
十
六
）

（
昭
和
十
四
年
三
～
四
月
『
日
本

評
論
』
）
、
『
連
環
記
』（
十
七
）

（
昭
和
十
六
年
四
月
・
七
月
『
日
本
評
論
』
）

に
至
っ
て
も
揺
る
が
な
い
。
史
料
批
判
、
正
史
と
稗
史
の
別
、
史
実
と
小

説
の
差
に
つ
い
て
、
そ
の
判
別
の
困
難
を
承
知
し
つ
つ
、
注
（
十
五
）
出

口
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
と
さ
ら
そ
れ
に
深
入
り
す
る
こ
と
な
く

先
行
文
献
を
用
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

谷
崎
潤
一
郎
は
、『
饒
舌
録
（
感
想
）
』（
昭
和
二
年
三
月
『
改
造
』
）
で

「
筋
の
面
白
さ
」
に
「
芸
術
的
評
価
」
を
与
え
た
上
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル

の
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』
や
『
カ
ス
ト
ロ
の
尼
』
『
チ
ェ
ン
チ
一
族
』
な
ど

を
激
賞
し
、
日
本
に
こ
れ
を
求
め
た
時
、
露
伴
の
『
運
命
』
、『
幽
情
記
』

（
大
正
八
年
三
月
大
倉
書
店
）
、『
骨
董
』
な
ど
は
「
さ
す
が
に
遜
色
が
な

い
や
う
に
思
ふ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
芥
川
龍
之
介
は
『
明
治
文

芸
に
就
い
て
』
（
大
正
十
四
年
十
月
。
遺
稿
）
で
、
「
露
伴
は
唯
古
今
の
書

を
読
み
、
和
漢
の
事
に
通
ぜ
る
の
み
。
紅
葉
の
才
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」（
『
芥

川
龍
之
介
全
集
』
二
十
二
所
収
、
一
九
九
七
年
十
月
岩
波
書
店
）
と
喝
破

し
た
。
芥
川
の
評
価
は
明
治
期
の
も
の
に
限
ら
れ
る
が
、
谷
崎
の
推
賞
し

た
上
記
諸
作
が
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
に
依
存
し
て
い
る
（
十
八
）

こ
と
を
鑑
み
る
と
、

芥
川
の
評
価
に
左
袒
し
た
く
な
る
。

し
か
し
、
意
に
適
っ
た
話
を
歴
史
文
献
か
ら
見
出
し
、
そ
れ
に
説
明
や

描
写
を
加
え
て
わ
か
り
や
す
く
一
般
読
者
に
示
し
、
興
味
を
惹
く
よ
う
に

語
る
手
法
自
体
は
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本

作
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
稀
有
の
事
実
」
で
は
あ
っ
て
も
「
自
分
の
造
り

出
し
た
事
で
は
無
い
」
「
拠
る
と
こ
ろ
有
る
事
実
」
と
語
る
こ
と
で
、
読

者
は
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
に
、
史
伝
物
以
降
の

基
本
的
ス
タ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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典
拠
へ
の
依
存
度
の
高
い
本
作
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
重
ん
ず
る
近
代

小
説
と
し
て
読
め
ば
低
評
価
を
免
れ
ま
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
作
品
で

あ
っ
て
も
、
典
拠
を
適
宜
配
置
し
、
登
場
人
物
の
心
理
を
掘
り
下
げ
、
そ

の
場
の
あ
り
さ
ま
を
鮮
明
に
描
写
す
る
こ
と
で
、
読
者
を
感
銘
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
よ
う
。
読
後
、
し
ば
し
主
人
公
の
上
に
思
い
を
潜
ま
せ
る
読
者

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
露
伴
文
学
を
近
代
文
学
史
に
定
位

す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
評
価
や
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

［
付
記
］

露
伴
作
品
の
引
用
は
初
出
に
よ
り
、
単
行
本
と
の
主
な
異
同
を
記
し
た
。
引
用

文
は
、
漢
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
を
省
い
た
。
［

］
内
は
須
田

に
よ
る
注
記
を
示
す
。

［
注
］

（
一
）
の
ち
『

龍

姿
蛇
姿
』（
昭
和
二
年
一
月
改
造
社
。
以
下
「
単
行
本
」
と
略
）

り
ゆ
う

し

じ
や

し

掉
尾
に
収
録
の
際
、『
暴
風
裏
花
』
と
改
題
。『
龍
姿
蛇
姿
』
収
録
作
品
『
観

画
談
』『
望
樹
記
』『
不
兒
罕
山
』『
清
系
縁
起
』『
憤
恨
種
子
』『
怪
傑
誕
生
』

に
合
わ
せ
て
、「
の
」
を
削
っ
た
か
。
以
後
、
露
伴
生
前
に
は
、
同
題
で
『
露

伴
全
集
』
四
（
昭
和
五
年
五
月
岩
波
書
店
。
以
下
「
全
集
」
と
略
）、
改
造

文
庫
版
『
龍
姿
蛇
姿
』（
昭
和
十
四
年
十
一
月
改
造
社
。
以
下
「
文
庫
版
」

と
略
）
、『
露
伴
史
伝
小
説
集
』
二
（
昭
和
十
八
年
四
月
中
央
公
論
社
。
以
下

「
史
伝
集
」
と
略
）
に
収
録
。
本
文
は
総
ル
ビ
の
初
出
に
拠
っ
た
が
、
パ
ラ

ル
ビ
の
単
行
本
を
経
た
た
め
、
総
ル
ビ
に
復
し
た
全
集
・
史
伝
集
で
は
初
出

と
異
な
る
ル
ビ
が
振
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
な
お
、
本
稿
論
題
に
は
、

岩
波
文
庫
や
『
露
伴
全
集
』
な
ど
で
一
般
化
し
て
い
る
『
暴
風
裏
花
』
を
採

っ
た
。

（
二
）
た
だ
し
、
初
出
で
は
敬
体
・
常
体
入
り
交
じ
っ
て
不
統
一
で
あ
る
。
十
月

号
掲
載
分
冒
頭
～
七
一
頁
一
七
行
目
「
交
情
が
善
い
の
で
し
た
が
、
」（
岩
波

な

か

よ

書
店
版
『
露
伴
全
集
』〈
昭
和
五
十
三
年
七
月
〉
六
で
三
二
六
頁
一
二
行
目
）

ま
で
敬
体
だ
が
、
そ
れ
以
降
十
一
月
号
掲
載
分
一
七
五
頁
十
行
目
「
御
溝
に

お
ほ
り

飛
び
入
つ
た
。
」（
同
三
三
〇
頁
九
行
目
）
ま
で
常
体
。
次
行
か
ら
敬
体
に
復

す
る
が
、
一
七
八
頁
二
行
目
「
情
理
を
尽
し
て
言
つ
た
。
」（
同
三
三
三
頁
一

三
行
目
）
～
末
尾
ま
で
常
体
。
『
龍
姿
蛇
姿
』
で
敬
体
に
統
一
さ
れ
た
。
以

下
、
こ
の
種
の
異
同
は
記
さ
な
い
。

（
三
）
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
未
見
。
披
見
本
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
第
十
三
刷
。

解
説
塩
谷
賛
（
文
末
に
「
昭
和
二
十
六
年
九
月
」
と
あ
る
）。

（
四
）
第
二
代
建
文
帝
を
、
叔
父
の
燕
王
（
の
ち
の
永
楽
帝
）
が
攻
め
、
帝
位
を

奪
っ
た
事
件
。
一
三
九
九
～
一
四
〇
二
年
。

（
五
）
乾
隆
四
年
（
一
七
三
九
）
七
月
成
。
以
下
、『
欽
定
明
史
』（
光
緒
二
十
九

年
［
一
九
〇
三
］
）
五
洲
同
文
局
石
印
版
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
に

拠
る
。
本
書
は
、
柳
田
泉
「
露
伴
先
生
蔵
書
瞥
見
記
（
一
）
（
二
）
」（
昭
和

四
十
一
年
三
～
四
月
『
文
学
』
）
に
見
え
る
「
欽
定
二
十
四
史
」
の
う
ち
。

（
六
）
谷
応
泰
撰
、
順
治
十
五
年
［
一
六
五
八
］
）
自
序
。
光
緒
十
三
年
［
一
八

八
七
］
広
雅
書
局
刊
本
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
）
に
拠
る
。

（
七
）
以
下
、
嘉
慶
七
年
［
一
八
〇
二
］
自
序
、
咸
豊
元
年
［
一
八
五
一
］
重
刊
、

小
嫏
嬛
山
館
蔵
板
本
（
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
総
合
人
間
学
部
図

書
館
蔵
）
に
拠
り
、
句
点
・
圏
点
を
省
い
た
。『
虞
初
続
志
』
の
固
有
名
は

「
露
伴
先
生
蔵
書
瞥
見
記
」
（
前
掲
）
に
見
え
な
い
が
、
該
「
瞥
見
記
」
所

載
の
「
筆
記
小
説
大
観

四
函
」
に
収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
筆
記
小
説
大
観

一
百
五
十
一
種
』
（
文
明

書
局
石
印
本
の
影
印
を
用
い
た
民
国
五
十
一
年
［
一
九
六
五
］
再
版
六
冊
本
）

所
収
本
を
参
照
し
た
。
な
お
、『
骨
董
』
の
原
話
、
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』
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も
該
「
筆
記
小
説
大
観

四
函
」
に
収
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
八
）
拙
稿
「
幸
田
露
伴
「
骨
董
」
の
原
話
」（
平
成
十
八
年
三
月
『
叙
説
』）
参

照
。

（
九
）
青
木
稔
弥
「
『
幻
談
』
の
典
拠
」（
平
成
五
年
九
月
『
文
芸
論
叢
』
）
参
照
。

（
十
）
本
作
と
同
様
の
出
典
に
よ
る
和
文
作
品
に
、
本
作
発
表
の
約
百
年
前
、
文

政
十
一
年
［
一
八
二
八
］
刊
行
の
石
川
雅
望
訳
『
通
俗
排
悶
録
』
第
一
輯
巻

二
所
収
「
費
宮
人
」
が
あ
る
（
渓
斎
英
泉
画
）
。
本
書
は
、
徳
田
武
「
読
本

と
清
朝
筆
記
小
説

―
『
今
古
奇
談
』『
通
俗
排
悶
録
』
に
つ
い
て

―
」（
『
江

戸
漢
学
の
世
界
』
一
九
九
〇
年
七
月
ぺ
り
か
ん
社
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

清
の
孫
洙
『
排
悶
録
』
の
訳
で
、
そ
の
改
題
後
印
本
『
異
聞
録
』（
道
光
十

八
年
［
一
八
三
八
］
重
鐫
、
述
古
堂
蔵
板
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
）

巻
二
に
は
「
費
宮
人
伝

陸
雲
士
作
」
（
目
録
「
費
宮
人
伝

銭
塘
陸
次
雲

雲
士
」
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
作
の
「
陸
士
雲
」
と
作
者
名
が
相
違
す
る

上
、
鄭
醒
愚
の
評
を
欠
く
た
め
「
毛
西
河
の
言
」
も
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、

本
作
の
出
典
は
『
異
聞
録
』
や
『
通
俗
排
悶
録
』
で
は
な
い
。
な
お
、
『
排

悶
録
』
と
『
異
聞
録
』
の
関
係
や
、『
異
聞
録
』「
費
宮
人
伝
」
と
『
通
俗
排

悶
録
』「
費
宮
人
」
の
画
像
、
後
者
（
『
通
俗
排
悶
録
』「
費
宮
人
」）
の
翻
字

は
、「
『
排
悶
録
』
と
そ
の
改
題
本
『
異
聞
録
』
に
就
い
て
」・
「
費
宮
人
伝
」

（
徳
田
武
氏
の
ブ
ロ
グ
「
雲
烟
過
眼
録
」
二
〇
一
〇
年
八
月
十
七
日
・
十
八

日
の
記
事
）
に
指
摘
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇
日
確
認
）
。

私
は
、
本
作
の
出
典
『
虞
初
続
志
』
に
気
付
い
た
後
、
先
行
文
献
を
調
査
す

る
過
程
で
徳
田
氏
の
ブ
ロ
グ
を
参
照
し
た
。
本
作
の
出
典
に
関
す
る
指
摘
は

管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
、『
虞
初
続
志
』「
費
宮
人
伝
」
と
の
関
係
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
す
べ
く
本
稿
を
草
し
た
。

（
十
一
）
初
出
で
、
魏
宮
人
が
入
水
す
る
よ
う
「
教
へ
諭
し
た
。
そ
し
て
其
の
例

を
示
す
べ
く
、
」
と
あ
る
箇
所
は
、
単
行
本
以
下
で
は
「
教
へ
諭
し
ま
し
た
。

声
は
寒
夜
の
星
の
下
に
黄
金
の
鈴
の
［
全
集
・
史
伝
集
「
鈴
を
」
］
振
ふ
が

如
く
、
心
は
烈

燄
の
火
の
中
に
善
財
童
子
が
身
を
跳
ら
せ
ん
と
す
る
が
如

れ
つ
え
ん

を
ど

く
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
其
の
例
を
示
す
べ
く
、
」
と
、
さ
ら
に
入
念
に

描
写
さ
れ
て
い
る
。

（
十
二
）
前
注
（
十
一
）
の
挿
入
が
最
大
の
異
同
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
稿
で
言

及
し
た
以
外
に
つ
い
て
、
単
行
本
と
の
主
な
異
同
を
示
す
。
←
の
上
が
単
行

本
で
、
便
宜
上
、
（

）
内
に
前
掲
新
版
『
露
伴
全
集
』
六
の
頁
数
行
数
を

注
記
し
た
（
た
だ
し
新
版
全
集
独
自
の
修
訂
は
〈

〉
内
に
記
し
た
）。
←

の
下
は
初
出
本
文
。「
／
」
は
改
行
を
示
す
。

・
氷
の
池
へ
臨
ま
せ
る
地
獄
の
鬼
の
や
う
な
（
三
一
八
頁
一
〇
行
）
←
氷
の

池
へ
臨
ま
せ
る
や
う
な

・
然
様
い
ふ
世
間
（
三
二
〇
頁
三
行
）
←
然
様
い
ふ
中

さ

う

・
自
成
の
暴
悪
な
醜
〈
酷
〉
い
男
（
三
二
一
頁
一
〇
行
）
←
自
成
の
醜
い
男

ひ
ど

・
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
（
三
二
二
頁
二
行
）
←
参
加
し
た
の
を

・
暴
れ
ま
し
た
。
／
自
成
は
（
同
六
行
）
←
暴
れ
ま
し
た
が
、

・
十
分
の
七
を
（
同
一
五
行
）
←
十
分
の
七
の
人
を

・
人
だ
か
鬼
だ
か
分
ら
な
い
斯
様
い
ふ
者
が
（
三
二
四
頁
六
行
）
←
斯
様
い
ふ

か

う

人
だ
か
鬼
だ
か
分
ら
な
い
者
が

・
相
当
の
家
の
者
（
三
二
五
頁
二
行
）
←
相
当
の
者

・
居
た
ま
ふ
も
の
（
同
一
二
行
）
←
居
る
も
の
で
あ
る

・
裂
帛
の
声
を
做
し
て
、
悲
号
を
（
三
二
七
頁
九
行
）
←
裂
帛
の
悲
号
を

な

・
そ
れ
か
ら
御
最
愛
の
公
主
を
（
同
一
一
行
）
←
そ
れ
か
ら
公
主
を

ひ
め
う
へ

・
何
新
は
た
ゞ
（
三
二
九
頁
三
行
）
←
何
新
は
又
た
ゞ

・
云
は
る
ゝ
に
た
が
う
［
文
庫
版
以
下
「
ふ
」
］
ま
じ
（
三
三
〇
頁
九
行
）
←

云
は
る
ゝ
通
り
で
あ
る

・
悲
喜
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
る
。
（
三
三
一
頁
一
行
）
←
悲
喜
す
る
も
の
で



- 26 -

あ
り
ま
す
が
、

・
敢
て
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
（
同
一
四
行
）
←
敢
て
し
ま
せ
ん
で
し
た
り

・
国
難
に
〈
皆
国
難
に
〉（
同
一
五
行
）
←
皆
国
難
に

・
躬
（
三
三
三
頁
八
・
九
・
一
一
・
一
二
行
。
但
し
一
一
行
は
「
躬
も
」
）
←

吾

み

み

わ
が
み

・
躬
を
強
ひ
た
ま
ふ
と
も
（
同
一
二
行
）
←
吾
を
強
ふ
と
も

し

わ
が
み

・
で
、
羅
将
軍
は
（
同
一
四
行
）
←
そ
こ
で
羅
将
軍
は

・
畢
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
（
三
三
四
頁
二
行
）
←
畢
つ
た
。
そ
れ
か
ら

を
は

を
は

・
愧
か
し
き
こ
と
な
が
ら
（
同
九
行
）
←
愧
か
し
い
こ
と
に
は

は
づ

は
づ

・
こ
れ
の
み
今
の
吾
が
心
に
（
同
一
〇
行
）
←
こ
れ
だ
け
が
心
に

・
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
（
同
一
一
行
）
←
そ
れ
は

・
身
［
全
集
・
史
伝
集
「
躬
」］
は
才
拙
け
れ
ど
（
同
一
一
行
）
←
吾
は

わ
が
み

・
中
夜
〈
中
外
〉（
三
三
五
頁
一
行
）
←
中
外

う
ち
と

う
ち
と

・
あ
ゝ
、
［
史
伝
集
読
点
ナ
シ
］
こ
れ
も
天
命
か
、
憾
め
し
い
（
同
一
〇
行
）

う
ら

←
天
命
が
憾
め
し
い

う
ら

・
熟
視
し
ま
す
と
、
匕
首
は
既
に
深
く
喉
に
（
同
一
三
行
）
←
熟
視
る
と
、
匕

よ
く

み

首
は
既
に
深
く

（
十
三
）
例
え
ば
、
本
作
で
王
承
恩
の
語
る
「
古
の
人
の
言
ふ
た
こ
と
が
ご
ざ
る
、

い
に
し
へ

生
き
て
ゐ
る
者
を
し
て
死
な
し
め
、
死
し
た
る
者
を
し
て
復
生
か
し
め
て
、

ま
た

生
き
た
る
者
其
の
言
を
食
ま
ず
ば
信
な
り
と
謂
ふ
べ
し
と
。
」
は
漢
文
訓
読

こ
と
ば

は

ま
こ
と

体
に
近
く
、
単
行
本
の
際
に
「
古
の
人
の
言
ひ
た
る
こ
と
の
あ
り
、
生
け
る

者
を
し
て
死
な
し
め
、
死
せ
る
者
を
し
て
［
略
］
」
と
、
さ
ら
に
訓
読
化
が

進
ん
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
意
味
が
取
り
に
く
い
。
ま
た
、
「
国
丈
第
」
を

「
国
丈
の
邸
」
と
す
る
の
は
単
純
な
言
い
換
え
に
過
ぎ
な
い
。

（
十
四
）『
求
恕
斎
叢
書
』
所
収
。
光
緒
二
十
二
年
［
一
八
九
六
］
後
序
を
持
つ
。

民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）
版
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
）
に
拠
る
。

（
十
五
）
こ
れ
に
関
し
て
は
、
『
頼
朝
』
以
前
の
歴
史
小
説
で
も
多
数
の
文
献
を

用
い
て
一
定
の
考
証
を
行
っ
て
い
た
点
も
含
め
、
出
口
智
之
「
幸
田
露
伴
「
頼

朝
」
論

―
露
伴
史
伝
の
出
発

―
」
（
平
成
二
十
二
年
四
月
『
国
語
と
国

文
学
』
。
の
ち
『
幸
田
露
伴
の
文
学
空
間

近
代
小
説
を
超
え
て
』
二
〇
一

二
年
九
月
青
簡
社
所
収
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
十
六
）『
足
利
季
世
記
』（
『
改定

史
籍
集
覧
』
十
三
所
収
、
明
治
三
十
五
年
五
月
近

藤
活
版
所
）
巻
一
「
畠
山
記
」
の
「
雪
タ
ヽ
キ
ノ
事
」
に
拠
る
。
昭
和
十
四

年
五
月
十
七
日
の
辰
野
隆
と
の
「
対
談
」（
同
年
七
月
『
革
新
』）
で
、
露
伴

が
「
畠
山
記
の
或
る
と
こ
ろ
に
、
「
雪
た
ゝ
き
」
と
い
ふ
題
か
ら
し
て
存
在

し
て
ゐ
る
の
で
、
」
な
ど
と
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
露
伴
は
「
あ
の
通

り
畠
山
記
に
あ
る
ん
で
す
。
私
が
新
発
明
し
て
製
造
し
た
も
の
で
は
な
い
ん

で
す
［
略
］
私
が
手
製
で
変
な
言
葉
［
「
雪
た
ゝ
き
」
と
い
う
語
］
や
変
な

物
語
を
出
し
た
の
で
は
な
い
ん
で
す
。
」
と
断
っ
て
い
る
。
典
拠
と
の
対
比

に
よ
る
作
品
分
析
は
、
徳
田
武
「
都
賀
庭
鐘
と
幸
田
露
伴

―
二
つ
の｢

雪

た
ゝ
き｣

―
」
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
）
が
詳
し

く
、
「
人
間
性
の
描
写
の
深
化
」
に
近
代
小
説
と
し
て
の
『
雪
た
ゝ
き
』
の

価
値
を
認
め
て
い
る
。

（
十
七
）
拙
稿
「
幸
田
露
伴
『
連
環
記
』
と
『
大
日
本
史
』
」（
平
成
二
十
三
年
三

月
『
叙
説
』
）
、「
幸
田
露
伴
『
連
環
記
』
と
古
典
」（
平
成
二
十
五
年
十
二
月

『
高
知
大
国
文
』）
参
照
。

（
十
八
）『
運
命
』
は
『
明
史
』『
明
史
紀
事
本
末
』
な
ど
に
拠
り
（
福
本
雅
一
注

釈
「
運
命
」
、
日
本
近
代
文
学
大
系

『
幸
田
露
伴
集
』
昭
和
四
十
九
年
六

6

月
角
川
書
店
）
、『
幽
情
記
』
は
主
と
し
て
馮
夢
龍
編
『
情
史
』
、
徐
釚
編
『
続

本
事
詩
』
に
拠
る
（
王
菁
潔
「
幸
田
露
伴
『
幽
情
記
』
の
典
拠
考
」
二
〇
一

〇
年
二
月
『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
）。

（
す
だ

ち
さ
と
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
）


